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マ ウ ス の 精義の 構造と神経支配 を， 光煩 お よび電顕観察 に よ っ て 検索 した ． 腺細胞 の分泌顆粒 に は，
開口 分泌像が見 られ る． 筋層の 平 滑筋細胞相互間に は細隙結合様の 構造が認 め られる
． 無髄神経線経 机
固有層内 ． 筋層内 一 動脈周 囲神経網 を形成す る． 組織化学的検索に よ ると， こ れ らの神経網はカ テ コ ー ル
アミ ン螢光陽性の 癒状線経と アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性 の癌状線稚か らな る． 電顕検索に よ る
と， 無髄軸索の 膚状脛 大 部は， 多数の シ ナ プス 小 胞 を含 む軸索歴大部と して見 られる
． 軸索腰大部の 大多
数は， その 部 でSchw a n n細胞鞘を欠 き， 腺細胞ある い は筋層お よび動脈 の 平滑筋細胞 に対 して， 0． 卜 1．0
声 m の 比 較的広 い 間隙 を持 つ 遠距離 シ ナプ ス を形成 し て い る
．
一 部の 軸索腫大部は筋層の 平滑筋細胞 の 外
面に 密接 シ ナ プス を形成 して い る
．
それ らの 軸索腰 大部 は， 2 型に 分類され る． すな わ ち， 小額粘性小胞
を有す る工型 シ ナ プ ス 終末と， 無顆粒性小胞を有す る工I 型シ ナプ ス 終末である
．
工型 と工王型終末の 数の比
は， 固有層内神経網 で は 1 ニ10， 筋層内神経網 で は 5 こ 3， 動脈周 囲神経網 で は 7 こ 3 で あっ た
． 密接 シ
ナ プス はす べ て工型 に 属し た． 骨盤神経節 に は， 多数の 神経細胞 と少数の ク ロ ム 親性細胞が存在する． 神
経細胞は ， 2型 に 区分さ れ る． す なわ ち， カ テ コ ー ル ア ミ ン陽性の 小顆粒性小胞 を含む A d郵中経細胞と ，
その よう な小顆粒性小胞を含まず， ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ惰性陽性 を示 す Ch型神経細胞である
． 神
経節に は ， アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性で ， 多数の 無頼粒性小胞 を含む神経終末が ， 軸索細胞体
シ ナ プス ある い は軸索樹状突起 シ ナプ ス の 形 で密接 シ ナ プ ス を形成 して い る． 下腹神経切帆 骨盤内臓神
経切断お よび骨盤 神経節切除実験 の 結果 は次の こ と を示 して い る ． 王型 神経終末 は， ア ド レ ナ リ ン作動性
の 神経線維の シ ナ プス 終末で あ り， その 大部分 は骨盤神経節の A d型 神経細胞 に 由来 し， 一 部は腰．仙骨部
の 交感幹神経節 に 由来し， 骨盤内臓神経 を経由する ． 廿型 神経終末は， コ リ ン 作動性の 神経線推の シ ナ プ
ス終末で あ り， す べ て 骨盤神経節の C b 型神経細胞 に 由来す る．
Key w o rds s e min al ve sicle， adre n e rgic ner v efiber， Cholin ergic ner v efiber，
pelvic ga nglio n， m O u S e．
古典的な解剖学的記述に よる と ， 胸腰部 の 交感神経
系の節後 ノイ ロ ン の 大 部分 は， そ の 起始細胞が交感幹
神経節や椎前神経節 く腹腔神経節， 上 腸間膜動脈神経
取 下腸間膜動 脈神経節う に 位置し， 比 較 的長 い 軸索
突起を伸ば し て 支配臓器に 達 し， 一 部の 少 数の 節後 ノ
イ ロ ンの 起始細胞が支配臓器 の 近傍 に位置 する 小神経
節 僻末神経節う に 存在し， 短い 軸索が支 配臓器 に 達
して い る と され て い る
．
こ の こ と は骨盤臓器 に 対し て
も適用さ れ， 長く上 記の 構築が定説と な っ て い た1I．
しか し， 最 嵐 骨盤臓器 に 対する 交感神経支配に 関
して ， その 大多数の 節前線推が， 被支配臓器 の 近 く に
ある小 神経節 に達 し， こ の 神経節か ら節後線継が起始
し末梢 に達 する こ とが ， 自律神経節遮断剤 お よ び自律
神経遮断剤 を使用 する薬理 学的研究1ト 11恨 よ っ て 示 唆
さ れた ． 一 方 ， カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光検出法に よる組
織化学的検索に 基 づ き， 精管お よ び精嚢 を支配する ア
ドレ ナ リ ン作動性 ノイ ロ ン の 細胞体が ， 支配臓器 に 隣
接 する骨盤神経節内に 存在し て い る とす る報告が な さ
れ たり1 2ト 1 7I
． 古く か ら骨盤神経節に は コ リ ン 作動性 ノ
イ ロ ンの 細胞体が存在す る とさ れ て い たが ， Bell ら1郎
Abbr eviations 二A d， adr en e rgic三 Ch， Cholin ergic三 F G Sm ethod， for m aldehyde一glutar a－
1dehyde－S u CrO S efix atio n m ethod3 Ty pe T ， Ty pe I synaptic e nding ニTy pe II， Ty pe II
Syn aptic ending．
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は組織化学的検索に よ っ て， 骨盤神経節 に ア ドレ ナリ
ン作動性 ノイ ロ ン の 細胞体 と， コ リ ン作動性 ノイ ロ ン
の細胞体とが 共存して い る こ と を明ら か に した． しか
し， 骨盤神経節内の こ れ ら両種の ノ イ ロ ン の 細胞体の
差異を， 微構造的立場か ら論 じた も の は， い ま だ報告
が な く， ま た， これ ら両種の ノ イ ロ ン に 対す る節前線
推の シ ナ プ ス 関係に つ い て ．も ， 今日 まで 不 明 な点が 多
い
．
過去の 多くの 研究者は， 骨盤内臓神経 また は仙骨神
経根 を切断した後， 骨盤神経節内の シ ナプ ス に 二 次 変
性がお こ る こ とを， 神経染色の 可視光顕微鏡 く光顕，
検索1 町 2 4Iな ら び に電子 顕微鏡 く電顕1 観察2の26りこよ っ
て明 らか に した ． 一 方 ， 交感神経系 に 関し ては ， M u s－
to n e nら2 61が ， 下腹神経 も含 む交感神経の広範囲な破
壊に より， 骨盤神経節内の シ ナ プ ス に 二 次変性が お こ
る こ と を， 電顕観察 で指摘 した に と どまる ． 骨盤神経
節の 微構造 に 関 して は， す で に 電顕所見が報ぜ られ て
い る が 瑚 2 5ト 2 91， 山 田251と Mu ston e nら2 61の も の を 除
き， その 多く は シ ナ プス の 由来や性格 に は触れ ない で，
単に そ の微構造を記述す る に と どま る か ， ク ロ ム 親性
細胞 に 焦点 をあ わせ た もの に す ぎなか っ た ．
一 方 ， 精嚢 に 関して は， そ の 腺上 皮細胞 と平滑筋細
胞 の正 常時の微構造に 関 して3 0ト3 2I， ま た， 去勢， ホ ル
モ ン 剤投与， 松果体切除な どに よ る微構造的変化に 関
して3 3ト 瑚 ， 電顕に よる検索結果が あ り， 分泌物の 形成
に 関連 して フ ル ク ト ー ス の組織化芋 川 ， 自律神経系の
構築に 関連 して の 神経組織化挙り1 2H 4Jな どが あ る． し
か し， 精嚢上皮細胞お よび 平滑筋細胞と神経線推 の シ
ナ プス 相関を徴構造的見地 か ら検索 した も の は ， わず
か に Dent ら4 2Iと Al－Zuhair ら1611 7143Iの も の を 見 る に
す ぎず， 神経 の シ ナ プ ス終 末の 局所的微構造と そ の 由
来 に 関して は， なお不 明 な点が 多 い ．
今回， 著者は， マ ウ ス の 精嚢の 腺上皮細胞と平滑筋
細胞に つ い て， その 微構造 を光顕 なら び に 電顕観察 に
よ っ て検索 した． ま た， 精義 に 分布す る神経の 走路 を
連続切片の 再構築法に よ っ て検索 し， つ い で ， 精嚢壁
内神経終末お よび骨盤神経節内神経要素の微構造 を，
神経染色， 組織化学的検索法お よ び 電頗観察に よ っ て
検索 した． な お ， 精嚢に 分布す る 神経の 由来， 走路お
よび終末の性格 を確認す る ため ， 各種の 神経切断 ある
い は神経節切除 に よ る神経変性実験 を行な っ た ．
材料お よ び方 法
I ． 実験動物
純系成熟雄 E H－1種 マ ウ ス く肋 5 抑噂 乃eフィ v ar．
粛奴如 を実験動物 と して用 い た
．
工工 ． 光顕 再構築法
1
．
へ マ トキ シ リ ン ． エ オ ジ ン 染色
精嚢 を周囲臓器 を付 した まま切 り取 り， 10％ホ ル マ
リ ン で 2 日間浸潰固定 し， パ ラ フ ィ ン に 包増 し，10へ20
月 m 連続切 片 を作製 し た． 切片 に は， ヘ マ トキ シリ ン ．
エ オ ジ ン 染色 を施 し， 精嚢の 構造 と周 囲臓器との 相関
を描画再構築法 に よ っ て 検索し た．
2 ． 実体顕 微 鏡観察
外部か ら精嚢 に 入 る神経の 走行 を， 実体顕 微鏡下に
観察 した ． 実体顕微鏡観察に 際 し ては ， 組織の 乾燥を




下腹神経， 骨盤内臓神経， 骨盤神経節， 膀胱 ， 尿道
前立腺部， 前立 腺な どを含め て， 一 側 の精嚢を 一 括し
て取 り出 し， 本陣写真銀法く写真銀温 photographic
Silv e r stainingl叫 に よ る連続切片 を作製 し， 描画再構
築法 を行 な っ た ． この 方法に よる と， 神経細胞体およ




髄鞘の染色は， オ ス ミ ウ ム 髄鞘染色法 吋 ある い はト
ル イ ジン ブ ル ー 染色法くtoluidin e blu e stainingl46，8こ
よ っ た
． 前者に よ ると ， 髄鞘が 黒色 に 染色され， 後者
に よ る と， 髄 鞘は濃青色に 染色さ れ る．
I王I
． 組織化学的検索法
精嚢お よ び骨盤神経節の組織化学的特性 の 検索は，
次の 方法 に よ っ た ．
1 ． カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光検出法
Fu rn e SSら4 7りこ よ る Faglu 法 の Naka m u ra欄 の 改
良法 で ある， ホ ル ム ア ル デ ヒ ド ． グル タ ー ル ア ル デヒ
ド ． シ ョ 糖固走法くfo r m aldehyde－ gluta r aldehyde－SuC．
r o sefix atio n m ethod， F G Sm ethodl を用 い た． この
方法 に よ る と， 組織 中の カ テ コ ー ル ア ミ ン は黄緑色の
螢光 を発す る．
2 ． ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活 性検出 法
Ka rn o v sky ら
欄 の チ オ コ リ ン法 を改良 した， Naka，
m u r aら501に よる ル ベ ア ン 酸増強法 くrube anic acid．
e nha nc ement m ethodlを用 い た ． こ の 方法に よる と，
アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性部位が黒 色に特
異 的 に検出さ れ る
．
IV． 電 子 顕 微鏡検索法
精嚢の 電顕検索に は， 精嚢 を摘出し， 25 ％ グル タ ー
ル ア ル デ ヒ ド 0．1 m 卜0．2 M リン 酸緩衝液 くpH7．4う 5
ml． シ ョ 糖 0．4g ． 2％オ ス ミ ウム 酸5 mlか ら なる固
定液中で締切 し， 同固定液中 に 4
0
Cで 2時間浸潰後，
エ タ ノ ー ル 系 列で 脱水， エ ポ ッ ク812 に 包 理 ， LE B
20 88 ウル ト ロ ト ー ム に よ っ て 薄切 片を作製 した． 同時
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に厚さ約 1声 m の 切 片 を 作 り， ト ル イ ジ ン ブ ル ー 染
色相 を施し， 光顕検索に よる組織部位 の 同定の 試料と
した． 薄切 片に は， 酢酸 ウ ラ ニ ル と錯の 二 重 染色法5 りを
施し， H U．12 塑 あ るい は H－500 型電顕 に よ っ て観察し
た． 上 記の ア ル デ ヒ ド固定の ほか ， 精嚢壁内神経終末
およ び骨盤 神経節内神経細胞 とそ の シ ナ プ ス 終末の検
索に は， Tr an Z e rら
5 21の 重 ク ロ ム 酸 固定法くdichr o－
matefix atio n m ethodlを用 い た． こ の 方法に よる と，
神経組織中の カ テ コ ー ル ア ミ ン 含有物が極 め て電子密
度大な物質と して 検出さ れ る．
V ． 神経切 断お よ び神経節切 除実験法
精嚢に 分布 する神経の 起源 検索を目的と する 二 次変
性実験の た め， 実体顕微鏡を用 い て， 下記 3種の 神経 ．
神経節の 切 断ある い は切除実験を行な っ た ． 手術 に 際
し て， チオ ペ ン タ
ー ル腹腔 内注射く0．1 m gノgl に よる
麻酔を施 した． 手術後 16， 24 時間， 2， 4， 7日 間経
過した マ ウ ス か ら， 精嚢お よ び骨盤神経節 を採り， 正
常な場合と同様に 試料を処理 し， 術後の 変化を検索 し
た．
1 ． 下腹神経の 切 断法
下腹神経の 切断は ， 下腹神経が下腸間膜動脈神経節
か ら発し てま も ない 部位 で 行な っ た ．
2 ． 骨盤 内臓神経の 切 断法
骨盤内臓神経の 切断は， 大腰筋と総腸骨動 ． 静脈 と
の間を広げ， 骨盤内臓神経 が第 6腰神経か ら分 岐 して，
第1仙骨神経か ら の 交通枝 を受 ける部位を確認 し， そ
のやや末棺部 で 行な っ た
．
3 ． 骨盤 神経節の 切 除法
骨盤神経節の 切 除 は， 背側前立 腺の 背外側 に 接し薄
い結合組織の 被膜 に 包まれ て存在す る骨盤神経節を，
その腹 外側に 位置す る 前立 腺神経草な らび に膀 肘中経
叢と共 に 切 除し た．
成 績
王 ． 精嚢の 外形 と精嚢 に 至 る 神経 の 走路
1 ． 精嚢の 外形
成熟マ ウス の 精嚢 を新鮮な まま ， 肉眼 あ る い は実体
顕微鏡下で観察す る と， 精嚢の 腺体は C字型 に 湾曲し
て先端が膨大 した扁平 な 袋状 を呈 する ． そ の 大き さ は，
長さ約 20m m， 幅約 5m m， 厚さ 2 へ 3 m m で あ る．
椅糞の 尿道 へ の 排出管は， 長さ約3 m m， 径約 1 m m の
管状を呈 し， 尿道起始部 の 背側面 に 沿 っ て ， わ ずか に
尾方へ 走り， 尿道の 背側壁 を貰 い て 尿道の 内膳 に 開 口
する．
精嚢の 腺体の 外側緑 と内側緑 は い ずれ も ， そ の 外面
に多数の 膨隆を有す る． 腺体の 内側緑 に は 外側前立腺
傾固腺フ が付着 して い る． 腺体の 表 面は ， こ の 外側
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前立 腺と共 に 黎膜 で お お われ， 一 体と な っ て骨盤膿 か
ら腹腔に まで 突出 して い る． そ の 排出管に 近い 部に 短
い 間膜 が あり， 骨盤壁 に 固定され て い る． 精糞を外側
前立腺 か ら分離 し， 摘 出して重 量 を謝定する と， 一 側
で 約 150mg で， 腺体 を圧迫 する と， 排出管か ら乳白色
の分泌液が出る．
マ ウ ス の 場合， 精嚢 を栄養す る動脈は， 上膀胱動脈
に 由来 する． 上 膀胱動脈は， 内腸骨動脈か ら分枝 し，
尿 管を その 背側 で横切 り，膀胱枝 と精管枝に 分か れ る．
精管枝 は， さ らに ， 精管に 沿 っ て精巣 の方 へ 走る枝 と
尿道の 方 へ 走る枝 と に 分かれ る
． 尿道 の 方 へ 走る授か
ら精嚢枝が起 こ る． 精嚢枝 は， 外側前立腺 の 自由緑 に
沿っ て， 精嚢の 先端の 方 へ 走り， そ の途 中で ， 精嚢な
らび に 外側前立腺 へ 4 へ 5本 の 細い 動脈枝 を送 る．
2 ． 精 軌 こ至 る 各種 神経の 走路
実体顕微鏡に よ る新鮮材料の観察， な らび に 写真銀
法 を施 し た連続切片の 光顕再構築観察に よ っ て， 精嚢
に 分布 する 神経の 走路を追求 し， 得られ た 結果 を模式
的 に 図 1 に示 す
．
左右 の 交感神経幹は， 第4腰椎 の 高さよ り尾 方で は
互 い に 接近 し て， 正 中線の 左右に 位置して い る ． マ ウ
ス で は， 腰椎が 6個 あ り， 4個の仙椎が癒合 して 1個
の 仙骨 を形成 して い るが， それ ぞれ の 椎骨に 対応 した
脊髄神経 くLl－6， Sい が あ り， 交感神窟幹 とそ れ らの
脊髄神経と の 間に 交通 枝が存在す る
． 腰部の 交感幹神
経節く1gユ と上 腸間膜動脈神経節くs mgう か ら それ ぞ れ
神経枝 が発 し， そ れ ら は 合流 し て 腹 大動脈神経華
仁a apうを形成す る． 腹大動脈神経叢 は腎神経叢 へ の 枝
く沌1 を送 っ た 後， 腹大動脈 なら び に下大静脈の 腹側
面 に 沿 っ て 尾 方へ 走る． マ ウ ス で は， 下腸間膜動脈 は
右総腸骨動脈 の 起始部か ら起 こ るが ， 下腸間膜動脈 の
起始部 の 左 右に ， 一 対 の 下腸間膜動脈神経節くim gうが
存在す る． 下腸間膜動脈神経節は， 長径約1 m m， 短径
約 0－2 m m の 紡錘 形を呈 し， そ の 吻側端 で上 記の腹大
動脈神経草くa apうか らの 枝 を受 け， そ の 腹側面か ら下
腸間膜動脈 に 伴行 し て 結腸 へ 分布す る神経枝 を出し，
そ の 尾 側端 か ら下 腹神経 くbnI を出す． 下腹神経 は，
直腸と 骨盤壁 と の 間 を尾腹側方へ 走り， 次に 述べ る骨
盤内臓神経 くpsnl と共 に骨盤神経節 くpgン に 至 る．
第6 腰神経 くL鋸 は ， 椎間孔 を出てま も なく， 交感
神経幹か ら交通枝 を受 け， 第1 仙骨神経くS llへ 交通
枝 を送る． その 後， 第 6腰神経は， 大腰筋の 尾 側線 に
沿 っ て尾外側方 へ 走る が ， その 際， 骨盤内臓神経くpsnフ
を分枝す る． 骨盤内臓神経 は， 第1 仙骨神経 くS lっ か
らの 細枝を受 け， 大腰筋が筋梨孔 に 進入 す る少 し手前
の 部で ， こ の 筋の 尾 側線か ら骨盤脛に 現 わ れ る． 骨盤
腔 に現 わ れ た骨盤内臓神経くpsnンは， 直腸と骨盤壁と
藤Fig．1． Diagr a m m atic r epre s e ntatio n of the
V entrO－1ate ralvie w ofthe n e r v ebra n che s s up pli．
ed to the s e min al v e sicle o ntheleft side． a ap，
abdo minal a ortic ple x u s三 Cg， C O elia c ga nglio nニ
fn， fe m o r al n e rv eihn ， hy poga stric n e rv eニimg，
infe rio r m es e nt ric ga nglio ni L l－6， 1st to 6th
lu mba r n e rv e SニIg， Iu mba r ga nglio n三 O n， Obtu －
r ato rne rv ei p g， pelvic ga nglio ni pn ， pudendal
n erv eニ p p， prO Static ple x u sくga nglio nJニ pSn，
pelvic spla n chnic n e rv e三 rb， renalbr a n ch ofthe
ab do min ala o rtic ple x u si S， Se min alv e sicleニS l，
1st sa c ral n e rv e三 Sg， S a C r al ga nglio nニ S mg，
Superior m es ente ric ga nglio n三 Sn， S Ciatic n e rv ei
Vp， V e Sicalple xusくganglio nl．
の 間 を尾腹側方 へ 走り， 骨盤神経節 くp gl に 至る．
骨盤神経節くp gう は， 多くの 場合 L 字形 を呈 し， 尿
道前立 腺部の 外背側壁 をお お う背側前立腺 の 外側面に
接 す る吻側部 と， 尿道海綿体部の 起始部に 沿 っ て位置
す る尾 側部と の 2部に 区分さ れ る
． 両者は それ ぞれ，
長径 2 へ 3 m m， 短径約 0．5 m m の 紡錘 形 を呈する大
き な神経節 と， そ の 周囲 に位置する 5 へ 6個の 小神経
節 お よび これ ら をつ な ぐ神経束か らな る． 骨盤神経節
の 吻側部と尾 側部の 長軸方向は， それ ぞ れ， 尿道前立
腺部と尿道海綿体部の 起始部の 長軸方向に ほぼ 一 致し
て い る ． 尿道前立腺部 か ら尿道海綿体部 へ の 移行部は
ほ ぼ直角に 屈曲 して お り， 骨盤神経節の 吻側部と尾側
部 も， そ れ ぞれ の 長軸が ほぼ 直交 して連結 され， 全体
と し て L 字形 を呈 す る ． こ の 連結部に ， 上 記の 下腹神
経 くhnl と骨盤内臓神経 くpsnl と が接続 して い る ．
骨盤神経節 くpgう の 吻側部 は， その 腹側端から勝胱
神経牽 くマpぅ に 至 る神経束 を出し， そ の 外側面から前
立 腺神経若 くppう に 至 る神経束 を出す ． 骨盤神経節の
尾 側部は， そ の 背側 面 か ら 中直腸動脈神経帯 へ の 枝を
出し， そ の 尾 側端 か ら， 尿道海綿体部の 外側面に沿っ
て末梢 へ 広が る枝を 出す ．
膀胱神経牽 くvpl は ， 長 径約 1 m m， 短径約0．5mm
の 紡錘形を呈す る やや 大き な神経節と， その 周囲に位
置す る 5 へ 6個の 小 神経節お よび そ の 間を走る多数の
神経束か らな り， その 背側端 で骨盤神経節と多数の神
経束 に よ っ て 連結 され て い る ．
前立腺神経叢くppl は ， 多数の 小神経節お よび神経
束 か ら な り， 膀胱神経帯と同様 に ， 骨盤神経節と多数
の 神経束 に よ っ て交通 して い る ． 前立 腺神経草くppユ
は， 外側前立 腺の 背側面に 沿 っ て 外側方 へ 走り， 上膀
胱動脈 の精管枝な ら びに 精義枝の 起始部 に 達する． こ
の 部位 で ， 前立 腺神経叢の 外側端か ら神経枝が起こり，
上 膀胱動脈の 精管枝と精嚢枝 に 伴行 し て ， 精管， 精嚢
お よ び外側前立腺 に 分 布す る．
工
． 精嚢， 精嚢の 外来神経要素， お よ び精嚢壁内神
経 要 素の 微構造
1 ． 光顕 所 見
り 精嚢の 構造
精嚢 の 腺体 は， 内脛 に 開く半球状の 多く の 室に わか
れ ，室 と室 を境 す る隔壁中に は筋層が 入 り込 んで い る．
室の 形成 は排出管 に 近 づ く に し た が っ て不 著明 とな
る
． 粘膜に は長短 様々 の 多数の ヒ ダが あ り， ヒ ダは腺
体 の 先端部 で最も 長く， 様々 の 分岐 を示 す． 腺上 皮は，
厚さ 20へ 40ル m で ， 一 層 に 並 ん だ柱状な い し立方形の
腺細胞の ほ か， 所々 に 基底細胞 が ある ． 腺細胞の核は
楕円形 を示 し， や や基 底側寄り に 位置す る． 腺腔側 の
細胞質内に は， 多数の 径 1 旬 2ノJ m の 分泌顆粒が存在
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し， 分泌 顆粒内に エ オ ジ ン や トル イ ジ ン ブ ル ー に 濃染
する径0．5 へ 1 ．0ノノm の 小 顆 粒が 含まれ て い る． 腺脛 に
はエ オ ジ ンや トル イ ジン ブ ル
ー に 濃染す る分泌物が存
在する． 腺上 皮下 に ， 少量 の 固有層が ある ． 精嚢は独
立した粘膜筋板 を欠く． 固有筋層は， 厚さ 20へ 40 仰 1
の 平滑筋組織 から な り， 内輪筋層が発達 し， 外縦筋層
と縦走ない し斜走の 最内筋層が散在性に 出現す る． し
か し， 排出管の 部位 は固有 の 筋層を欠き， 尿道と共 に
骨格筋性の 尿道括約筋に よ っ て 囲ま れ て い る ．
精嚢の 外面の 大部分を お お う柴膜は， 厚さ 約15声m
の疎な結合組織 と， それ をお お う 中皮 とか ら なる
． 外
側前立腺と接 し て 費膜 を欠く部位で は， 精 嚢の 筋層と
外側前立腺の 筋層と の 間 に ， 厚さ約 15声m の 疎な結合
組織層が介在 して い る．
Photol． Tra n s v e rse se ctio n of the hypoga stric
n erv e－ A s m allnumber ofthin myelin ated ne rv e
fibe rs a r e s e e n a mong a ny u n myelin ated n e r v e
fiber s． Toluidin eblu e staining． x320．
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2， 下 腹神経 ． 骨盤 内臓神経 ． 骨盤神経節 ■ 前立 腺
神経毒お よ び精嚢壁内の 神経要素の 構造
ま ず組織化学所見の 対照と なる 写真鏡法と髄鞠染色
法の 検索結果 を述 べ る ． 下腹神経は， その 起始部近く
の 横断面が径約 60月 m の 円形 を呈 し， 神経周膜 に包 ま
れ ， 多数の 無髄線経 と少数の 小径有髄線経と を含ん で
い るく写真 り ． 骨盤内臓神経は， 第1仙骨神経か らの
小枝が合流 した直後の 部位 で， 5 へ 7本の神経束が神
経上膜で 束ね られ た像を呈 す るく写真2う． 骨盤内臓神
経 を構成す る これ らの 神経束 は， 多数の小径な い し大
径有髄線経と多数の無髄線経 とを含ん で い る
．
骨盤神経節 は前 に述 べ た よう に ， L字形 に位置す る
2個の 大き な神経節 と周囲に付随す る多数の小神経節
か ら なる が， 各神経節 は神経周厳 に 包まれ ， 径 15句 30
声 m の 多数 の 多極神経細胞 を含 んで い る． 神経細胞の
多くの も の は写真銀法で淡黄褐色 を呈す る嫌銀性細胞
で ある が， す で に 消化管の 筋層間神経草で 報告され て
い る銀親和性の 大 な好銀性細胞甲Iも少数なが ら見い 出
され た． 嫌銀性神経細胞 の表面に は ボタ ン 状の軸索腰
大終末が形成され て い るく写真 3つ． トル イ ジン ブ ル ー
染色の 光顕像 で は， 神経細胞の 間に 多数の無髄お よ び
有髄線維が走 っ て い るの が観察され る． 神経節内に は
上 記 の 神経細胞 や ノ イ ロ ン を 囲む 外套細胞 お よ び
Schw a n n細胞の ほか， 所々 に 径10旬 12JLm の い わ ゆ
る ク ロ ム 親 性細胞が小集団 をな して 存在す る く写真
4う．
前立腺神経華 と膀肘中経寮内に 存す る小神経節は，
通常薄い 神経周膜 に包 まれ てい るが ， 神経周膜 を欠き





Photo2． Tr a n sv e rs es e ctio n ofthe pelvic spla n chnic n e rv e atadistalpo rtio nfro m a c o m m u nic ating
br a nch de riv ed fr o mthefirstsa cr aln er v e． T he n er v eco n sits ofse v en n e rv ebu ndles． Toluidin e
blu e staining， X320．
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腺神経革お よ び勝脚中経寮内の 神経節の 徴構造 は， 前
記の 骨盤神経節の 場合と同様 で あ る． オ ス ミ ウ ム 髄鞘
染色法お よ び トル イ ジ ン ブル ー 染色法の 検索結果 は，
一
致 して， 前立腺神経叢 を発 して精嚢 壁 へ 進入 す る神
経束が有髄線推 を含ま ず， す べ て 無髄線維 の み か ら な
る こ と を示 して い る
．
これ ら の 神経束は精嚢壁に 達す
る と， 筋層内で 分 岐と吻合 を重ね ， 細 い 神経束か らな
Photo3． Pelvic ga nglio n． Arge ntophile くaり a nd
a rge ntophobe くabl n e rv ec ells c o e xist in this
ga nglio n． Arr o windic ate sthe syn aptic kn ob of
the extrin sic n e rv e a x o n． Photographic silv e r
Staining， X480．
Photo4． Pelvic ga nglio n． T hin myelin ated n e rv e
fibe rsくm nlare s ee nlo c ated a m o ngthe n e rv e C ells
くnl． c， Chr o m affin ce11． Toluidin eblu e stain －
1ng， X240．
藤




こ れ ら の 神経網か ら発 した細 い 神経 束 が 粘膜の 固有層
内 へ 進 入 し， 固有 層内 神経網 を形成 し て い る
． 写 軸
法 で 観察 す ると， 無髄神経線推の 軸索 は上 記 の 各種の
神経網内を走る際， 所々 で 癌状の 腫 大 を呈 する 愕真
5 う． 膀胱 神経若 か ら直接精嚢に 達す る 神経枝は認めら
れ な い ．
3フ 組織化 学的所 見
iコ カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光検出法所 見
カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽性線維は下腹神経 に は全く
認め ら れ な い
． 骨 盤内臓神経 に は わ ず か に 点状の蛍光
を見 る は か ， 線状の 螢光 が ほと ん ど認 め ら れ なか っ た．
骨盤神経節な ら び に 前立 腺神経牽 お よ び膀 脚中経幕内
神経節 に は， 強い 黄緑色螢光 を発す る カ テ コ ー ル アミ
ン螢光陽性神経細胞 と陰性の 神経細胞とが 混在して い
る く写真6ン． こ れ ら 2 種 の 神経細胞 の 径 は とも に
15へ 30声 m で ， 大 き さの 上 で の 差異は認 めら れなか っ
た
． ま た こ れ ら 2種 の 神経細胞の 数 の 上 で の 比 は約
1 ニ 1で ほぼ 等 しい ． 上 記の カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽
性神経細胞の ほか に ， カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光 を発 する
Photo5． Fin e nerve bu ndlesin the intr apr oprla
くipJ， intra m u sc ula r くiml a nd periarterial tpal
n e r v eple x u s esin the w allof a s e min alv esicle．
V
， S m all v ein． Photogr aphic silv er staining，
X480．
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小型の細胞 く径 10へ 1 2ノノ mう が 神経節内の 所々 に 見い
出され る． こ の 種の カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性の 小型
細胞は， その 大き さ ， 分布密度か ら， トル イ ジ ン ブル ー
標本で 見られ た 上述の ク ロ ム 親性細胞に 相当す る と考
えられ る ．
精嚢壁に お ける固有層内 ． 筋層内 ． 動脈周 囲の 各神
経網に は， 所々 で感状の 腫 大 を示 す カ テ コ ー ル ア ミ ン
螢光陽性線維が多数含ま れて い る． カ テ コ ー ル ア ミ ン
螢光は陽性線維 の 感状腫大部に お い て 特 に 著明 で あ る
く写真7 j． 螢光 は Schw a n n細胞に は検出され なか っ
た． カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光強陽性の 癖状腰大 は， 写真
銀法で認 められ た 前記の 無髄神経線推の 癌状腫大 に 相
当する． カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽性線椎は， 固有層内
神経網で は比 較的少 なく ， 筋層内お よ び動脈周囲神経
網で は比 較的多い ．
iり ア セ チル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 活性検出法所 見
下腹神経 なら び に 骨盤内臓神経 に は アセ チル コ リ ン
エ ステラ ー ゼ活 性陽 性の 神経線維が多数認め られ る
．
骨盤神経節な ら びに 前立 腺神経襲お よ び膀胱神経草内
の神経節に 含まれ る神経細胞 伏 きさ 15へ 30声 mうは，
この検出法に よ っ て ， 酵素清性陽性の 神経細胞と酵素
活性陰性の 神経細胞の 2種 に 区分さ れ る
． 両者の 数の
比はほぼ 1 こ 1 であ っ た
． 神経細胞の 間に はア セ チル
コリ ン エ ス テラ ー ゼ 活性陽性線経と そ の ボタ ン状の 神
経終末が多数見 い 出され た く写真 81．
精嚢壁内の 固有層内 ． 筋層内 ． 動脈周囲の 各神経網
にも， 多数の アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ酒性陽性線
推が見い 出さ れ る
．
これ らの 陽性線推 は神経網内を走
Photo6． Catechola min e flu o re sc e n c etest in a
Pelvic ganglio n－ Tw o ty pe s of n e r v e c ells，
C atecholamin e－PO Sitiv eくcpJ a nd c ate cholamin e．
negative くcnL co exist in the ga nglion． F G S
method， X480．
る際， 所々 で瘡状腰 大を示 し， ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ
ラ ー ゼ活性 は その 腰大部 に お い て特に 著明で ある く写
真9J． こ れ らの 癖状腰 大は， 写真銀法 で見 られ た無髄
神経線綻の 膚状贋大 に 相当す る． アセ チ ル コ リ ン エ ス
テ ラ ー ゼ活性陽性線維は， 固有層内神経網に お い て比
較的多く， 筋層内お よ び動脈周囲神経網に お い て 比 較
的少な か っ た
．
P hoto7． Cate chola min e fluoresc e n c et st in a
n o r m ally in ne rv ated s emin al v e sicle． Catecho．
1a min eflu o re sc e n c e－PO Sitiv e n er ve a x o n swith
m a ny v aric o sities a r e s e enin the intr apr oprial
くipJa nd intr a m u s culartim h er v eple x u se s． F G S
m ethod， X480．
P hoto8． Ac etylcholine ste ra s e a ctivity test in a
pelvic ga nglio n． Tw o ty pe s of n er v e ce11s，
a ctivity．po sitiv eくapIa nd a cti vity－n egativ eta nJ，
C O e Xist in the ga nglio n． Arr o windic ates the
Syn aptic knob of the e xtrinsic n e rv e a X O n
．
Rube a nic a cid－e nha n c e m e nt m ethod， X480．
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P hoto9． Ac etylcholin e ste r a se a ctivity test in a
n o r m ally in n e rvated s e min al v e sicle． Ac etylc－
holin e ster a se－ a Ctiv e ner ve fibers a re s e enin the
intr apr oprialくipl a nd intr a m u s c ula rくimI ne rv e
ple x u s es． Rube a nic a cid－e nha n ce m e nt m ethod，
X480．
2 ． 電顕 所 見
り 精嚢の 微 構 造
り 粘 膜
精嚢の 腺細胞 の 腺腔側の 細胞質中に ， 限界膜で 境 さ
れ た径 1 へ 2声 m の 球形な い し楕円 形の 分泌 顆粒 が存
在す る． 分泌顆粒の 内部に は， 径0．5へ 1 ．0メ m の 電子
密度大な小 顆粒が含まれ ， 小顆粒 と限界膜 との 間に は
極 めて 電子 密度小 な 層が 存在す る． 細胞 の 遊離面 で は，
分泌顆粒の 限界膜が腺腔側の 細胞膜と融合 し て ， その
部 に小 孔 を生 じ， こ こ を通 じて 分泌 顆粒の 内容物 が腺
艦内 へ 放出さ れ る開口分泌 くe r uptcrine se cretio nl の
像が認 め られ た く写 真 10I． い わ ゆ る離出分泌 くapo ．
C rin e se cr etionl の 像 は認め ら れ なか っ た ． 核の 近傍
に Golgi 装置の 断面が見 られ ， その Golgi胞内に は，
し ば しば， 径 0．3 へ 0．4 声 m の 電子 密度大な顆粒が含ま
れ て い る
．
ま た， 細胞質内に 断面不整形な水解小体の
存在を認 めた． 基 底側の 細胞質に は， 板状の 粗面 小胞
体が充満 し， その 間に 径約 0．4ノノ m の 球形 も し く は杵
状の ミ ト コ ン ドリア が散在 して い る ． 腺細胞と 基底膜
の間に ， しば し ば， 細胞質に 乏 しい 小 型 の 基底細胞が
見 ら れ るが ， 筋上 皮細胞 は見 い 出され な か っ た ．
粘膜 固有層に は， 膠原細線経 と線推細胞の ほか ， 内
膳の や や大き な毛 細血 管が 多数存在す る ． 毛 細血 管の
藤
Photol O． Apic alpa rt ofthe glandLla r cellofthe
S emin al v e sicle． Arr o w indic ate s e ruptCrine
Se C r etio n ofa s e cr eto ry gr a n ule． x 8，OO ．
Photoll． Gap ju n ctio n－1ike str u ctu r etarr o可
betw e en sm o oth m u s cle c ells in the m usctllar
layer． X32，000．
内皮細胞 は， ピ ノ サイ ト ー シ ス 小 胞に 富 み， 所々 に隔
膜を保有す る孔棟の 備芸を有し て い る ． 固有層内に は無
髄神経の 小束が存在 す るが ， その 詳細 は後述 する．
iり 筋層お よ び 外 膜
精義 の 筋層 は 5 へ 10層の 平滑筋細胞 と少量 の 問質
と か ら な る
． 筋細胞の 核近 く の 細胞質内に は， ミ トコ
ン ド リア ， 粗面 小胞体， お よ び Golgi装置が集まり，
その 他の 部位 の細胞質 に は多量 の 筋細線維が存在し，
所々 に 濃密体 を作 っ て い る ． 平 滑 筋細胞の 表面に は，
径約 60n m の 表層胞の 多い 表層胞領域 と， 電子 密度大
な物質が集ま っ て い る暗調領域と が 交互 に 存在する．
平滑筋細胞同士 は ， 基 底膜お よ び少量 の 膠 原細線経と
弾性線椎 を含 む 40へ 80nm の 組織膵 を介 して 相対し
て い る が ， 所 々 で 径 10 へ 200n nlの 小 突起 を伸ばし，
隣 り合う 平滑筋細胞同士 が 接 し て い る ． こ の 部 の 細胞
膜 は， しば し ば肥 厚 を示 し， デ ス モ ゾ ー ム 様の 像を呈
し て い る
．
ま た， まれ に で は ある が 相隣る平滑筋細胞
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の細胞膜同士 が 限局 的に 約 20A の 間隙を も っ て 接す
る細隙結合くgapju n ctio nl様の 像 も見 い 出さ れ た く写
真11j． 平滑筋細胞 間の 比 較的 広い 問質内に は， 多量 の
膠原細線経と線推細胞の ほか ， し ば しば， 毛細 血管や
無髄神経線維束が見ら れ る． 無髄神経線推 に つ い て は
後に述べ る ．
外膜の 結合組織は， 束 をな して 走 る膠原 細線維， 少
量の 弾性線推， お よ び少 数の 線維細胞か ら な り， そ の
所々 に ， 比較的太 い 血 管と無髄神経線推束 が見 い 出さ
Photo12． Ty pe I a x o n al expan sion くり in the
intr apr oprialn er v eple x u s of a n o r m ally in－
n ervated se min al v e sicle． It la cks a Schw a n n
Cell sheathくSlo nthe sidefa cingthetis su e spa c e
a nd c o ntain s m a ny s m all granular syn aptic
V eSicles a nd se v er al gr a n ula r syn aptic ve sicle s．
g， gla ndula r cell． x 20，000．
れ る
．
2フ 精嚢壁内神経 要 素の 微構造
精盛 の 粘膜 固有層内く写真 12， 13ユ， 筋層内く写真 抽 ，
お よ び動脈 周 囲く写真 15Jの 神経網 は， い ず れも 1 へ 数
本の 無髄軸索 く径 0．15旬 0．5jLmj が Schw a n n細胞 に
包まれ た 小神経束 か ら な る． 軸索は所々 で 拡張し， 径
P hoto13． Ty pe IIa x o n ale xpa n sio n stIIJin the
intr apr oprial n e rv eplex u s of a n o rm a11y in －
n er v ated s emin alv e sicle． T heyla ck aSchw a n n
Cellshe athくSンo nthe sidefa cingthetis su e spa c e
a nd c ontain m a ny s m all agr a n ula r syn aptie
V eSicles． g， gla ndular c ell． x 20，000．
Photo1 4
■ Ty pe I りり a ndTypeIIりり a x o n ale xpa n sio n sin theintra m u sc ula r n er v epl x u s ofa
n o r m allyin ner vated s e min alv e sicle ． T heyla ck a Schw a n n c e11she athくSJon the sidefa cingthe
tis stle SPa C e． Ty pe I c ontain s m a ny s m al gr a nし11a r syn aptic v e sicle s a nd s everal agranula r





Photo15． Ty pe I りり a nd Ty pe IIりIla x o n al e xpa n sio n sin the pe ria rterial n e rv eple x u s of a
n o r mal1y ln n e rv ated s e min al v e sicle． The Ty pe I expansio n c ontain s many sm allgra n ula r
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Fig． 2． Diagra m m atic r epre s e ntatio n of fin e n e rv e
bu ndle sin the intr apr oprial， intra m u sc ula r a nd
Periarterialnerveplexu se sin the s eminalve sicle．
T he u n myelin ated a xonsha ve num ero u s expansi－
O n S Which c o nta主n m a ny syn aptic v e sicle s a nd
la ck a Schw a n n c ellshe athくSIo nthe sidefa cing
the tiss u e spa c e． T he a x o n al e xpa n sio n s
indic ate the dista nt syn apse a nd c a nbe divided
into tw o ty pes こ Ty peItIl， ha ving sm all
gr a n ula r syn aptic v e sicle s and a fe w agr anula r
and large gr a n ula r syn aptic v e sicle sニ a nd Type
IItIり，ha ving m a ny agr a n ula r syn aptic v e sicles
a nd a fe wla rge gr a n ula r syn aptic v e sicle s．
0 ．6 旬 1．2メm の 腰大部を形成 して い る ． 無髄神経軸索
の 層状腫大部は， そ の 内部に 多数の シ ナ プ ス 小胞 と ミ
トコ ン ドリ ア を含み， 局 所的 に Schw a n n細胞 の 被斡
を 一 部失 っ て， 神経束 の 外面に 露出 して い る ． こ の よ
う な軸索腫大部は， 腺細胞あ る い は平 滑筋細胞に 相対
して位置し， 両者の 間 に は通常， 0． 1 へ 1 ．0メm の 組織
間隙が存在 して い る． こ の よ う な神経終末は ， Jabo－
n e ro瑚 が 光 顕所見 か ら 仮説 と し て 提案 し， そ の 後
Ho njin ら5引が 竜顔検索に 基づ い て ， 消化管 の 平 滑筋の
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Fig． 3， D iagram m atic repre s entation of the
C O nta Ct Syn apSelo c ated o nthe s m o oth m u scle
C ell in the m u sc ula rlaye r ofthe s emin alv esicle．
T he syn aptic n er v e ending c o ntain s m a ny s m a11
gr a n ula r syn aptic v e sicle s a nd a fe w agra n ular
a nd la rge gra n ula r syn aptic v e sicle s． a， a X O nこ
m ， S m O Oth m u s cle c ellニ S，Schw a n n c ellshe ath．
在を 実証 した遠距離 シ ナ プス くdista ntsyn apse，ple xi－
fo r m eSyn apse a uf Dista n zl に 相当す る． 遠距離シ
ナ プ ス は無髄軸索が所々 で 脛大 して シ ナ プ ス を形成す
る も の で ， こ の 観点か ら すれ ば， い わ ゆ る通 過シナ プ
ス くe npa s sa nt syn apsel に 属す る． 注目 す べ き こと
は ， 著者が 今回検索 した精嚢で は， 固有層内．筋層内．
動脈 周囲 の い ずれ の 神経網 に お い ても ， そ の 細い 神経
束に こ の よ う な遠距離シ ナ プ ス が見い 出され た こ とで
あ る く図 21．
上 記 の 遠距離シ ナ プ ス と は別に ， 数 は少 な い が， 軸
索腫大部が筋層の 平 滑筋細胞に 密接 して い る神経終末
も 見 い 出さ れ たく写真 1郎 ． こ の 軸索脛大部は， そ の内
部 に 多数 の シ ナ プ ス 小胞 と ミ ト コ ン ドリ ア を含み，
Schw an n細胞 の 被鞘を 失 っ て ， 平 滑 筋細胞 の 外面に約
20n m の 間隙 をも っ て 密接 して い るく図 3う． こ の種の
神経終末 は， Richa rdso n561に よ っ て 精管の 平滑筋に お
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Photo16． Co nta ct syn aps eくcsIlo c ated o nthe s m o oth m u s cle c ellくmlin the m u s cula rlaye r． 1t
C O ntain s m a ny s m allgr a n ula rsyn aptic v e sicle s a nds ev er al gr a n ula r syn aptic v e sicles， X20，000．
い て見 い 出され た密接 シ ナ プス くc o nta ctsyn aps el に
相当する ． 精嚢に お い て は， こ の 種の 密接 シ ナ プ ス は，
筋層の 平 滑筋 に お い て の み 見 い 出さ れ， その 数はき わ
めて少なか っ た ． 腺細胞 や動脈壁 の 平滑筋 に は 密接 シ
ナプス は見い 出され な か っ た ．
上記の 遠距離 ． 密接 い ずれ の シ ナ プ ス に お い て も，
紬索脛大 部の 外面 を限る細胞膜 とそ れ に 対面 す る腺細
胞ある い は平滑筋細胞 の 細胞膜 に ， 少数例 で わ ずか に
局所的肥厚 を見る ほか ， 特殊な分 化し た構造は見 られ
なか っ た
．
電顕下 に 見 い 出さ れ た上 記 の 遠距離 シ ナ プス ある い
は密接シ ナプ ス を呈 す る軸索腫 大 部は， 光輝下 に ， 写
真鍛法， カ テ コ ー ル ア ミ ン 蛍光検出乱 あ る い はア セ
チル コ リ ン エ ス テラ ー ゼ活性検出法に よ っ て 示 さ れ た
神経線維の 層状腫大に 相当す る．
精嚢壁 内の 固有層内 ． 筋層内 ． 動脈 周 囲 の 各神経網
に見られ た遠距離 シ ナ プ ス お よび 筋層の 平滑筋細胞 に
見られた密接シ ナプ ス に お け る軸索腰大部は， す で に
述べ たよう に ， 多数の シ ナ プ ス 小胞 を含ん で い る が，
これらの シ ナ プ ス小 胞 は， Richards o n5 61と Ho njinら5 5J
の分類に 従 っ て， 小 額 粒性小 胞， 大顆 粒性小胞， お よ
び無顆粒性小胞の 3種 に 区 分さ れ る． 小顆粒性小胞 は，
径約50nm で ， 内部 に 電子密度大な 1 偶の 頼粒 を有 す
る
． 大顆 粒性小 胞は， 径約 100n m で ， 内部 に や や大き
な， 密度大な顆 粒を含ん で い る ． 無顆粒性小 胞は， 径
約50n m で ， 内部に 顆 粒を含ん で い な い ． 精嚢壁 内で
見い 出さ れ る上 記の 腫 大 し た神経終末は， その 中に 含
まれる シ ナ プ ス 小胞の 種類 に よ っ て ， 工型 シ ナ プ ス 終
末 汀y pe り とII型 シ ナ プ ス 終末 くTypelり の 2種
に 区分さ れ る． ト型 は， 常に 小額粒性小胞 を有し， そ
の ほか しば し ば少数の 無顆粒性小胞や大 顆粒性小胞 を
含んで い る ． 廿型 は ， 多数の 無顆粒性小胞と， と き に
少数の 大顆粒性ノJl胞を も含ん で い るが， 小顆粒性ノJl胞
を含んで い な い ． 一 般に 良く使用 され る アル デ ヒ ド 固
定で 固定した 場合， 神経組織の 膜構造や線推構造 は良
く保た れ るが ， ノJ瀾 粒性小胞の 顆粒 は小 さ く現 われ ，
しば しば小 胞の 限界膜 に 接 して 位置す るよ う に 示 され
る． そ の た め ， 小 顆 粒性小胞 と無顆粒性小胞と の 鑑別
が時と して 困難で ある
．
こ れ に対 し， 今 臥 神経終末
の 検索に 用 い た重 ク ロ ム 酸固定法は， 神経組織の 一 般
的な微構造の 保存が や や低下 す るが ， 小顆粒性小胞の
顆粒 を良く固定し， シ ナ プ ス 小胸の 鑑 別に 便利で あ っ
た ．
以上 の よ う に ， 精嚢壁内の 無髄神経軸索の 腰大部，
す なわ ち シ ナ プ ス 終末 は， それ が含む シ ナ プス ノJl胞の
種類に よ っ て， I 型終末と工工型終末に 区分さ れ るが ，
一 方， す で に 述 べ た よう に被支配細胞と の 相関で は ，
遠距離シ ナ プ ス と 密接 シ ナ プス に 区分さ れる ． 固有層
内 ． 筋層内 一 動脈 周囲の 各神経網 に は， 遠距 離シ ナ プ
ス の 形 の ト型終末と H型終末と が共に 見 い 出され た ．
注 目す べ き こ とは ， 末梢部の 細 い 神経束に お い て ， 工
型 終末とII型 終末とが ， し ば しば 1個 の Schw a n n細
胞 に支 持さ れ， 相並 んで 存在 して い る こ と で あ る く図
2う． これ に 対し， 密接 シ ナ プス の 構造 を示 して 筋層の
平 滑筋 に終 わ っ て し1る シ ナ プス は， す べ て 工型終末 に
属 したく図 3 う． H 型終末の 微構造 をも つ 密接 シ ナプ ス
は認めら れ なか っ た ．
精嚢 に お ける遠距離 シ ナ プス と して の 工型 と H 型の
両 神経終末の ， 各神経網 に お け る分布密度 を算定す る
た め， 無作為的に ， 固有層内神経網の 終末 119例， 筋
層内神経網 の 終末 242例， お よ び動脈 周 囲神経網の 終
末84 例に つ い て， 工型 と 廿型の 別 を検索した． その 結
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果 は次の よう で あ る． す な わ ち， 国有層内神経網 で は，
119例中の 11例が 王型 に 属 し，108例が H 型に 属 した．
筋層内神経網 で は， 242例中の 152例が 工型 で ， 90例
が 汀型で あ っ た ． 動脈周囲神経網 で は，84 例中の 58例
が 工 型で， 26例が H 型 で あっ た ． こ の 計測値 を比 に換
算す る と， ト型終末と H 型終末 の 分布比 は， 固有層内
神経網 で は約 1 こ10， 筋層内神経網で は約5 ニ 3， 動
脈周 囲神経網で は約7 ニ 3 で あ る． こ の 数値 は， 固有
層内神経網で は H 型 が多く ， 筋層内お よ び動脈周囲神
経網で は工 型 が多い こ と を示 し て い る ． また ， す で に
述 べ た よう に， 密接シ ナ プス を呈 した もの は ， 筋層の
平 滑筋細胞の 外面に わず か に 5例 に 見た に す ぎず， し
か もそ れ らは す べ て シ ナ プス 小 胞の 種類 か ら見る と工
型 に 属し， H 型に 属する も の は見い 出され な か っ た
．
3う 下 腹神経 お よ び骨盤 内臓 神経 の 線維構成
下腹神経の 起始部に 近 い 部位 の 横断面 の 電顕つ な ぎ
写真 を作製 し， 下腹神経 に 含ま れ る神経線推の 種類と
数 を調 べ た． 検索 した下 腹神経 に は1，351本の 無髄軸
索 と 45本の 有髄軸索とが 含ま れ て い た ． 無髄線維 の 軸
索の 径は 0．3へ 1．3ノノm で あ っ た ． 有髄線推 に お い て
は， そ の 軸索の 径が 0．6へ 1 ．6メm で ， 髄鞠の 厚さ は，
0．05へ 0．3ノfm で ， 有髄神経線雄の 大部分は い わ ゆる
小 径有髄線維に 属 して い る ． 無髄お よ び有髄線推 の微
構造 は， 従来記 載の 哺乳類 一 般末梢神経 の そ れ と同様
で ある 抑 ．
骨盤内臓神経が ， 第 1 仙骨神経 か ら小 枝を 受 け た直
藤
後の 部位 で， こ の 神経を構成す る 7本の 神経束の すべ
て に つ い て ， そ の 横断面の 電 顕 つ な ぎ写真を作製し，
上 記 の 下 腹神経 の 場 合と 同様 に ， 骨 盤 内臓神経の 神経
線推構築 を調 べ た． 検索 した骨盤内臓神経に は，12湖9
本の 無髄軸索と， 2 ，122本の 有髄軸索と が 含まれて い
た ■ 無髄線維 の 軸索の 径 は 0．3へ 1 ．3声 m で ある． 有髄
線維 の 軸索 の 径 は 0．6へ 5．0メノm で ， 髄 鞘 の 厚 さ が
0．05へ 0－7ノJ m で ， 骨盤内臓神経の 場合， 有髄線維には
小径 か ら大径 の もの ま で 各種の も の が 見られ た
．
41 骨盤神経節 なら び に 前立腺神経毒 と 捌光神経毒
内の 神 経節 の 微 構造
骨盤神経節 な ら び に 前立 腺神経賛お よ び膀脚申経叢
内の 小神経節 の 構成は ， 三 者と も類似す る が， 著者は
こ れ ら の 神経節の い ず れ に お い て も， 2種の 異 なる神
経細胞 を区分す る こと が で き た． す な わ ち， A d 型神経
細胞 くType A dn e rv e C elり と Ch 型神経細胞 汀ype
Ch n e rv e C elり であ る く図 4l． 第 1 のA d 型神経細
胞は ， 細胞質お よ び樹状突起内の 一 部 に 小顆 粒性小胞
を含 む神経細胞 で あ る． こ こ に 見られ た小 顆粒性小胞
の 構造 は， 末栴 の 各種神経網の 軸索の I 型終末内に見
られ た小 顆粒性小胞に 似 た径約 50n m の 小 胞で ， 内部
に重 ク ロ ム 酸 固定 で電子 密度大に 現 わ れ る小 顆粒を含
み ， こ の 小胞 が カ テ コ ー ル ア ミ ン を含む こ とを示して
い る ． す なわ ち A d 型神経細胞 は， 組織化学的検索にお
い て 見 い 出さ れ たカ テ コ ー ル ア ミ ン 蛍光陽性の 神経細
胞に 一 致す る ． A d 型神経細胞中に 含 ま れ る こ の 種の
Fig． 4． Diagr a m m atic r epre s entatio n ofthe Type Ad n er v e c elltA dナa ndthe Ty peCh ner v e
Ce11くChl a nd their syn aptic relatio n ship with the e xtrin sic n e r v efibe rsin the pelvic
ga nglio n． T he Ty pe Ad nerve C ellc o ntain s c ate chola min e－PO Sitiv e s m allgr a n ula r
V e Siclesin the c e11 body a nd pr oce sses， While the Ty peC hn e rv e c ellhas n o s m al gr a n ula r
V e Sicles． The e xtrin sic n e rv e a x o n sくaJfo r mboththe a x o－ S O m atic synaptic e nd ingsくa ssl
a nd the a x o－de ndritic syn aptic endings くadsl． T he se syn aptic endings contain m a ny
agranula r syn aptic v e sicle s．
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小額粒性ノJ唖酌ま， さ ほ ど多 い も の で はな く， 少数集ま
るか単独で 散在性に ， 細胞体の 表面 に 近い 部 や樹状突
起内に存在するく写 真17， 18う0 第2 のC h 型神経細胞
は， 上 記の よう な 小顆粒性小胞 を全く含ま な い 神経細
胞で ある． す なわ ち Cl－ 型 神経細胞は， 組織化学的検索
にお い て 見 い 出さ れ た アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ
ー ゼ 活
性陽性の 神経細胞に一一 致す るく写 真 19， 20ン． Ad 型神
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経細胞と C h 型神経細胞の 微構造特徴 は， 上 記 の 小顆
粒性小胞 の 存否 を除 けば， 両者が よく似 てお り， す で
に 自律神経節の 神経細胞 の 微構造 に 関し て 報告さ れ た
と こ ろ2 7Iに ほぼ 叫 致 する． す なわ ち 1 へ 2偶の 核 小体
を含む球形 の 核 を有 し， その 細胞質は， 粗面小胞体，
Golgi装 置お よ び ミ ト コ ン ド リ アに 富み ， 水解小 体 を
含む． 樹状突起 は， 内部 に 遊離 リボ ゾ ー ム や管状の 粗
Photo17． Ax o－ S O m atic syn apseくa ssllo c ated o nthe Ty pe A dn e rv e C ellくA dlin the pelvic ga nglio n．
T he a x o n al e nding c o ntain s m a ny agr a n ular syn aptic v esicles． Arr o windic ate s c ate chola min e－
po sitiv e s m allgr a n ular vesicleslo cated in the Type Ad ner ve c ell． x 12，000．
妄言．三
Photo18－ Ax o－de ndritic syn apseくadsllo c ated o nthe Ty pe A dn e rv e C ellくA dンinthepelvic ga nglio n．
T he a x o n ale nding c o ntain s m a ny agr a n ular syn aptic vesicles． Arr o windic ate s c ate cholamin e－
PO Sitiv esm allgr a n ula r v e sicle slo c ated in the Ty pe A dnerve Cell． den， dendrite ofthe n e rv e
C ell． x20，0 0 0．
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面 小胞体 を含ん で い る ．
A d 型神経細胞 に お い て も C h 型神経細胞 に お い て
も ， その 細胞体の 外面 お よ び樹状突起の 外面 に ， 密接
シ ナ プ ス の 形の 軸索終末が存在 し， シ ナ プ ス を形成 し
て い るく写真17， 18， 19， 20， 図41． シ ナ プス の 局所
に お い て は， 相接する 細胞膜が肥厚 して密度が大 とな
り， そ の 間 に 密度小 な幅約 20工1 m の シ ナ プ ス 隙 が あ
る
．
シ ナ プ ス 膜の 肥 厚は， シ ナ プス 前膜よ り シ ナ プス
後膜に お い て ， よ り著明 で あ る
． 軸索終末内に は， 多
藤
数 の 無顆 粒性小胞と ， これ に加 え る に と き と して少数
の 大 顆 粒性小胞が 見 い 出 され る
．
A d型 神経細胞とCb
型 神経細胞 と で ， シ ナ プ ス の 構造 に 差異 は見ら れな
か っ た ． 神経細胞の 細胞体や樹状突起の 周囲に ， 小額
粒性小 胞 を有 す る シ ナ プ ス 終末 は 認 め な か っ た
． A d
型 お よ び C h 型神経細胞 に お け る上 記 の シ ナ プス終末
は， 無作為 に 検索し た 101例 に お い て ， 軸索細胞体シ
ナ プ ス くa xo － SO m atic syn aps ej が 28例， 軸索樹状突
起 シ ナ プ スくa x o－de ndritic syn apselが 73例で あっ た
．
Photo19－ Ax o－S O m atic syn aps eくa s sllo c ated o nthe Type C hn e r v e c e11くC hlin the pelvic ga nglio n．
T he a xonal e nding c o ntain s m a ny agra nular syn aptic v esicle s． No s m a11gra n ula r v esiclesare
Se e nin the Ty pe C hn e rv e C ell． x 20，00 0．
Photo20－ Ax o－de ndritic syn aps eくadsllo c ated o nthe Type C hn e rv e C ellくC hlin the pelvic ga nglion ．
The a x o n ale nding c o ntains m a ny agr a n ula r syn aptic vesicle s． No s m allgr a n ular v e sicle sare
Se e nin the Ty pe C hn e rv e C ell． de n， de ndrite ofthe n er v e c e11． x20，00 0．
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外套細胞 は扁平 な楕円形 の 核を有 し， 神経細胞の 外
面に薄層を な して こ れ を包 んで い る ． 外套細胞の 細胞
質は， 細線推に 富 むが， 細胞内小 器 官に 乏 し い ．
ク ロ ム親性細胞 は， 径約 7ノJnlの 球形 の 核 を有 し， そ
の細胞質内に 多数の 径40へ 200n m の ク ロ ム 親性顆粒
を含んで い る ． ク ロ ム 親性顆粒 は， 薄 い 限界膜と その
内部に 存在 す る径30
へ 160n m の 電子 密度大 な芯 と か
らなるく写真21コ． ク ロ ム 親性細胞 は， 神経節内で 通常，
小集団 をな して存在す るが ， 細胞相互間 に 緊密接着様
の像が見い 出され る． ク ロ ム 視性細胞 の 外面は， 通常，
外套細胞に よ り お お われ て い るが ， まれ に ク ロ ム 親性
細胞の 表面に ， 神経細胞 に 終わ っ て い る 終末と 同様の
シナプス 終末が見い 出され ， そ の 軸索終末の 内部 に は，
多数の 無顆粒性小胞， とき に加 える に 少数の 大顆粒性
小胞が存在 した く写真 2 い．
Il工． マ ウス の 精嚢な ら び に骨盤 神経節 に分 布 す る 神
経終末の 各種 神経切断後の 変化
1 ． 下腹神経 切 断後の 変化
下腹神経切断後 16時間 か ら 7 日 に わ た っ て 経時的
に， 精嚢お よ び骨盤神経節と それ に 続く 前立 腺神経黄
と膀胱神経輩 を， 正 常所見の 場合 と同様な方法 で検索
した． なお， す で に 述べ たよ う に ， 骨盤神経節と前立
腺神経叢お よ び膀胱神経寮内神経節と は， その 構成要
素が全く同様で ， 変性実験結果に お い ても 差異 が見ら
れなか っ たの で ， 記述 を簡略に す る た め， 以下 この 章
にお い て 記述する 骨盤神経節内に お ける 変化は， 同様
な変化が前立腺神経叢お よ び膀 胱神経叢内の 神経節に
も生起し て い る と理解 され た い ．
写真銀法 に よる と， 下腹神経切断後， 精嚢の 固有層
内 一 筋層内 ． 動 脈 周囲の 各神経網内の 無髄線維 に は，
術後 16時間 か ら 7 日 に わ た っ て 全 く 変化 を認 め な
か っ た ． し か し， 骨盤神経節 に お い て は， 一 部の 有髄 ．
無髄線維 の 軸索， お よ び 一 部の 嫌銀性神経細胞 に 終わ
る ボタ ン状終末が， 術後16時間 こ ろよ り， そ の 表面が
や や粗椎とな り， 染色性が赤褐色 を呈 す るよ う に な り，
や が て そ の 染色性 を減 じて ， 小顆 粒 に 断裂 し， 消失し
た
．
しか し， 術後 7日 を経 ても， なお 多数の 健常な有
髄なら び に 無髄線維お よ び神経細胞に 終わ る ボタ ン状
終末が残存 して い るの が認 められ た ．
カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光検出法で は， 精嚢 の 固有層
内 ． 筋層内 一 動脈周 囲の 各神経網内の カ テ コ ー ル ア ミ
ン蛍光陽性線維， な らび に 骨盤神経節内の カ テ コ ー ル
ア ミ ン螢光陽性 の 神経網胞 に は， 術後 7 日 を経て も変
化が認め られ な か っ た ．
ア セ チ ル コ リ ン エ ス テラ ー ゼ活性検出法で は， 精嚢
の 固有層内 ． 筋層内 ． 動脈周 囲 の 各神経網内の ア セ チ
ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 活性陽性線維 に は， 術後変化 を
認 めな か っ た
．
し か し， 正 常状態 で 骨盤神経節内に 存
在した ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性の 神経線
維が ， 術後 7 日に はそ の 数の 減少 を示 した． しか し，
この 時期 に お い ても ， 多数の 活性陽性線推の 残存 を認
めた ． ま た，骨盤神経節内の ア セ チル コ リ ン エ ス テ ラ ー
ゼ活性陽性の 神経細胞 の 活性 に は，術後16時間か ら7
日 に わ た っ て ， 変化を認め な か っ た ．
電顕観察に お い て は， 精嚢の 固有層内 ． 筋層内 ． 動
脈周囲の 各神経網の 無髄軸索 とそ れの 神経終末は ， I
型 ． H 型 とも に術後 7 日 を経て も ， なお 変性 に 陥る こ
と なく ， 正 常な 微構造 を保っ て 残存 した． しか し， 骨
盤神経節の A d 型神経細胞 に終わ っ て い る密接 シ ナ プ
ス の 多数の も の く写 真221お よ び ク ロ ム 親性細胞に 終
Photo2 1■ Syn aptic n er v e e nding くs ello c ated o n the chr o m affin c e11くclin the pelvic ga nglio n．
M a ny chr o m affin gra n ules a re s een in the cytopla s m ofthe chr o m aff inc ell． x20，000．
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わ っ て い る密接シ ナプ ス の 多く の も の く写真23うに シ
ナ プ ス を作 っ て い る 軸索終末が ， 術 後 16時間 こ ろ か
ら， 明 調化変性 ある い は暗調化変性 頼 に 陥り， 術後24
時間以 後， 完全に 崩壊 し， 不 規則塊状 の 変性産物 と化
し， 変性産物 は術後 7 日で は完全 に 消失 した ． しか し，
こ の 時期に お い て も， なお ， 骨盤 神経節の 一 部の A d 型
神経細胞な ら びに す べ て の C b 型神経細胞 に 終わ っ て
い る シ ナ プ ス 終末は， 正 常な微構造 を保 っ て 残存 し て
い る
．
C h型神経細胞 に 終わ っ て い る シ ナ プ ス 終末で ，
変性 を示 した もの は認め ら れ なか っ た ．
こ の 所見は， 下腹神経内 を走 る神経線維 は コ リ ン作
動性の 交感神経節前線経 で あ り， 骨盤神経節内 に存在
する 多数の A d型神経細胞， お よ び か な り の 数の ク ロ
ム 親性細胞に 終わ っ て い る こ と を示 して い る ． また下
腹神経を構成する 神経線推が直接精嚢 に達 して い な い
こ と を示 して い る ．
2 ． 骨盤 内臓 神経切 断 後の 変化
藤
骨盤内臓神経を切 断 した後， 上 記と 同様に ， 経時的
に ， 精嚢壁内神経要素な ら び に 骨盤神経節内神経要素
の 変化を検索 した．
写真銀 法に よ る と， 術後 16時間 こ ろ か ら， 精嚢の固
有層内 ． 筋層内 ． 動脈周 囲の 各神経網 の 一 郎の無髄線
推軸索が， そ の 表面 が や や粗雑と な り， 染色性が赤褐
色を 呈 す る よう に な り， や が て それ ら の 無髄軸索は，
その 染色性 を減じ て， 小顆粒 に 断裂 し， 消失する
． し
か し， 術後 7日 を経て も ， なお 多数の 表 面平滑な健常
な無髄線稚軸索が残存す る． 一 方 ， 骨 盤神経節に お い
て は ， 大部分の 有髄な ら び に 無髄線経 と， 嫌銀性神経
細胞 に 終わ る ボ タ ン 状終末 が， 術後 16時間 か ら 2日
に ， 染色性の 低下 や 小顆 粒 へ の 断裂 な どの 二 次 変性を
示 し， 術後 7 日 まで に 消失す る こ と を認 めた． しか し，
術後7 日 を経て も， な お ， 健常な 少数 の 有髄 ならびに
無髄線推 と神経細胞 に終 わ る ボタ ン状終末が残存して
い た ．
Photo 22． Dege n e r atio nくdlofthe a x o－ S O m atic n e rv e e ndingin the s atellite c ellofthe Type Ad nerv e
CellくAdlofade n e rv ated pel vic ganglio n，24hr afterhy poga stric n e u r e cto my． Ar ro windic atesthe
C ate Chola min e－ pO Sitiv e s m allgr a n ula r v esiclesin the Ty pe A dn er v e c ell． X20，000．
Photo23． Dege n e r atio nくdlofthe syn aptic endingin the Schw a n n c ellくSl at the chr o m affin c el tcj
in ade n e rv ated pelvic ganglion ， 24hr afterhypoga stric n e u r e cto my ． X 犯00O．
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カテ コ ー ル ア ミ ン 螢光検出法に よ る と， 精嚢 の 固有
層内 ． 筋層内 ． 動 脈周 囲の 各神経網内の カ テ コ ー ル ア
ミ ン蛍光陽性線維が ， 術後 24時間 以後， －Uけt－■部減少 す る
の を認め た． し か し， 術後 7日 を経て も， 多く の カ テ
コ ー ル アミ ン 螢光陽性線維が残存 した． それ に対 して ，
骨盤神経節内の カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光陽 性の 神経細胞
には， 術後 7 日 を経て も， 変化が 認 め られ な か っ た ．
アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活 性検出法 に よ る と，
精嚢の 固有層内 ． 筋層内 ． 動脈周 圃 の 各神経網 の ア セ
チル コ リ ン エ ス テ ラ
ー ゼ活性陽 性線維 に は， 術後 7 日
を経て も， 著明 な 変化が見られ なか っ た ． そ れ に 対し
て， 骨盤 神経節内の 多数の ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー
ゼ活性陽性線維は ，術後 16時間 こ ろ より 清性の 減弱を
示し始め，術後 7日 ま で に 多数の 陽性線維が消失 した
．
しか し， 術後 7 日 を経 て も， なお か なり の 数の 清性陽
性線推が残存 して い る の が 認 め られ た． それ に対 し て ，
骨盤 神経節内の ア セ チ ル コ リ ン エ ス テラ ー ゼ活性陽性
の 神経細胞 の 活性 に は変化が認 め られ な か っ た ．
電顕観察 に よ ると ， 術後 16時間 こ ろよ り， 精嚢の 固
有層内 ． 筋層内 ． 動脈周 囲の 各神経網の 一 部の 王 型神
経終末 が ， 二 次変性 に 陥 っ た
． す な わち ，
一 部の 無
髄軸索と こ れ らの 軸索終末は， 術後 16時間こ ろ よ り，
明調 化変性 あ るしユは暗調化変性5 別に 陥り， 術後 24時間
以 乱 完全 に 崩壊し， 不規則塊状 の 変性産物と化す る
．
変性産 物は， 術後2 日に なる と， 脛 大した Schw an n細
胞内に 封入 体状に な っ て残る が， 術後 7 日で は完全に
消失す る． しか し， こ の 時期に お い て も， な お 多数の
無髄軸索とI 型 お よ びII 型終末が正 常な微構造 を保 っ
て 残存し て い る
． ま た， 固有層内く写真24ト筋層内く写
真25 ト動 脈周囲く写真2別 の 各神経網に お い て， 術
Photo24
．
Dege n e r ating a x o n sくdIintheSchw a n nc ellくSJa nd su rviving Type I a x o nale xpa n sio n
tIJin a n er v ebundle oftheintr apr oprial n e rv eple xus ofa de n e rv ateds emin alv esicle，2 4hr after
pelvic spla n chnic n e u re cto my － g， gla ndula r c e11． x20，OO．
P hoto25． Dege n e r ating a x o nくd川 一the Schw a n n c ellくSla nd s u rviving Type IIa x o n alexpa n sio n
りりin a n e rv ebu ndle oftheintra mu sc ula r n e rv epl x u s ofa de n e rv ateds e min alvesicle，2 4hr afte r
Pelvic spla n chnic n e u re cto my ． m ， S m Oth m u s cle c ell． x20，00O．
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後 24 時間か ら 2 日の 間に ， や や 腰 大 した 同 一 の Sch．
w a n n細胞内 に 囲まれ て ， 正 常な I 型終末あ る い はIl
型終末と終末の 変性産物 とが 同時に 存在す る所見に ，
しば しば遭遇 した． こ の とき ， 筋層の 平滑筋細胞に 終
わ っ て い る ト型 の 密接シ ナ プス に は変性 を認 めな か っ
た ．
術後骨盤神経節 を電顕 で 観察す る と， A d 型神経細
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胞く写真271 な らび に ク ロ ム 親性細胞く写真28う に シ
ナ プ ス を作 っ て 終わ る神経終末の 一 部と，C h型神経細
胞 く写真291に シ ナ プ ス を作 っ て 終わ る神経終末の す
べ て が ， 術後 16時間 こ ろ よ り 二 次変性に 陥 っ た
． しか
し， 術後 7 日 を経て も ， なお ， A d 塾神経細胞に シ ナプ
ス を作 っ て 終わ る 神経終末の 多数が ， 正 常 な微構造を
保 っ て残存し た． こ の 所 見は， 骨盤内臓神経内を走る
Photo 26． Dege n e rating a x o n sくdHn theSchw a n n c ellくSla nds u rviving TypeIIa x o n ale xpa n sio ns
くIIlin a n e rv ebu ndle ofthe peria rte rial n er v eple x u s ofa den e rv ated semin alv e sicle， 24 hr after
pelvic spla n chnic n e u re cto my． x20，000．
Photo27． Dege n eratio nくdlofthe ax o－ S Om atic n e rv eend ingin the s ate11ite c e1lo nthe Ty pe A d
nerve c ellくAdlofa den er vatedpelvic ga nglio n， 24 hr afterpelvic spla n chnic n e u re cto my． Arr ow s
indic ate the cate chola min e－pO Sitiv e s m allgra n ula r v e sicle sin the Type A dn e rv e cell． X20，O O O．
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神経線維の 大多数は， －．一 部の A d型神経細胞と ク ロ ム
硯性細胞 なら び に す べ て の C h 型神経細胞に シ ナ プ ス
を形成し て 終わ っ て い る こ と を示 し て い る ．
3 ． 骨盤 神経 節切 除後 の 変 化
骨盤神経節切除後， 写真銀 法に よる と ， 精嚢 の 固有
層内 一 筋層内 ． 動脈 周 囲 の 各神経網の 無髄線維軸索の
すべ て が， 術後 16時間か ら 2 日に ， 染色性 の 低下 や小
額粒へ の 断裂 な どの 二 次 変性像を示 し， 術後 7 日 ま で
に完全に 変性消失し た．
カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光検出法 で は ， 精嚢 の 固有層
内 ． 筋層内 ． 動脈 周 囲 の 各神経網の カ テ コ ー ル ア ミ ン
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螢光陽性線椎は， 術後 16時間こ ろ よ り 著しく減少 し，
24 時 間以 後， 完全 に 消失 した．
ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性検出法に よ る と，
精嚢 の 固有層内 ． 筋層内 ． 動脈周 囲の 各神経網の ア セ
チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性線維は， 術後 16 時間
こ ろよ り活性 の 減弱を示 し始め， 術後7 日 まで に その
活性は完全 に 消失し た．
電顕 観察で は， 精嚢の 固有層内 ． 筋層内 ． 動脈周 囲
の 各神経網の す べ て の 無髄軸索なら び に その 工型 ある
い は工I 型終末が ，術後 16時間か ら2 日 に 二 次変性像を
示 し， 術後7 日ま で に 消失 した．
P hoto2 8． Dege n e r atio nくdナofthe syn aptic e nding o nthe chro m affin c ellくCHn ade n e rv ated pelvic
ga nglio n， 24 hr afte rpelvic spla n chnic n e u r e cto my－ X20，000．
P hoto29． Dege n e r atio nくdlofthe a x o－S O m atic n e rv e e ndinginthe s atellite c ello nthe TypeChner v e
C ellくChIofa de n e rv ated pelvic ga nglio n， 2 4hr afterpelvic spla n chnic n e u r e cto my． x20，000．
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考 察
王 ． 精嚢腺細胞と平 滑筋の 微構造
Na ss onov5鋸は マ ウ ス の 精嚢の光顕観察に お い て， 腺
細胞内に 明調な細胞質 に 囲ま れ た分泌顆粒 の 存在を は
じめ て報告 した． 次い で M o o reら 抑 は， ラ ッ トの 精嚢
腺細胞 に お い て同様な額粒の 存在 を認め， こ れ の 色素
に よる染色性が， 腺膿 内の 分泌物 の 染色性 と同 一 で あ
る こと か ら， こ の顆 粒が 分泌顆粒 で ある こ と を確証し
た． 藤 田3 3りまマ ウ ス精嚢腺細胞 の 電顕観察を行な い ， 限
界膜 に 包まれ ， 内部 に電子 密度大な小顆粒を含む分泌
顆粒の 像を報 じて い る． 今 回の 著者の検索 に お い ても，
腺細胞内に 藤田3 3Iの 報 じた と 同様の微構造 を有す る 分
泌顆粒 を認 め， こ の分泌顆粒の内容物が腺腔内の分泌
物と同 一 の電子 密度を呈 す る こ とが 明らか とな っ た ．
分泌顆粒の 分泌様式に 関 して は異論が あ る． A itke n4 1
は， ヒ ツ ジの 精嚢の 光顕所見に お い て， 大場珊 は ラ ッ ト
の精嚢 の電顕所見に おい て ， そ れぞ れ腺細胞の遊離面
に ， 分泌顆粒 を含む細胞質の 突出がある と して ， 離出
分泌くapo crin e se cr etio nlを主張し た． しか し Lin ら3 71
は ハ ム ス タ ー につ い て ， P16en川 は ヒ ツ ジ に つ い て， そ
れ ぞれ 電顕検索に おい て ， 分泌顆粒を含 む細胞突起が
認 め ら れ な い と して ， 十 分 な 根拠 も な く 漏出分泌
くe c crin e se c retio nl を主張 した． 著者 の 今回 の電廠
検索 で は， 電子密度大な分泌物質を含む分泌顆粒 の限
界膜 と， 腺細胞遊離面の細胞膜 との 融合点 に ， 開口部
が存在 し， こ こ を通 じて 分泌顆粒内の 分泌物質の みが
腺腔 に 出る典型的な開口 分泌くerupttrine s e cretionl
の像が 観察され た ． い わ ゆ る離出分泌 を思わ せ る よう
な像 に は接 しなか っ た． 著者の 上 記の 知見 は， 精嚢に
お ける開 口分泌 を確実 に 証明 した もの と い え よう ．
精轟 の筋層に 関 して は， す で に A トZuhair ら1 61が， モ
ル モ ッ トの 精嚢で は輪状筋層が発達 し， 尿道近傍部に
お い て の み ， 付加的に 外縦筋層が存在す る と報告 して
い る． 今回 の マ ウス の 例 に お い て は， よ く発達 した輪
走筋の 内外 に， 散在性の 外縦筋層と， 縦走な い し斜定
性の最内筋層の 存在が認 めら れ ， ま た排出管 の 部位で
は固有の筋層 を欠き， 尿道と 共通 に ， 骨格筋性 の 尿道
括約筋に よ っ て囲ま れ て い る こ とが 判明 した． 精嚢筋
層の 平滑筋細胞 の 微構造 に 関 して ， Au m朗1e r3 2Iは， サ
ル の 精嚢の電顕観察 に お い て ， 平滑筋細胞間に 密接結
合くclo s e c o nta ctl の存在 を認 め たが ， 細隙結合くgap
ju n ctio nlの存在 を否定 した． しか し今 回の マ ウ ス の 例
で は， 平滑筋細胞 の細胞膜同士 が 約20Aの 間隙を も っ
て 限局的に 接す る細隙結合 くgap ju n ctio nI 様 の 像に
接 した． 但 し著者 は割断 レ プ リ カ標本 に よる検索を行
な っ てい な い の で， こ の 部 に お ける膜内粒子 の 存否 を
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確め得な か っ た ． したが っ て今 回 は細隙結合様の構造
を見い 出した と報ずる に と どめ た． 今回著者が得たと
同様な細隙結合様 の 構造 は， 瞼板筋6 1や 限裔筋矧 の 平
滑筋 に お い て も見い 出され て い る ．
H ． 精嚢の 神経支配
Falck ら1 2Iは初め て， 螢光検出法に よ っ て， モ ル モ ッ
トの 精真壁の 神経網中に カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽性の
神経線維の 存在 を報告 した． そ の 後， De nt ら4 2恨 ， ウ
サ ギの 精嚢に つ い て ， 電顕 に よ る コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ
証明 法 に よ り， その 固有層内 に ， ア セ チル コ リ ンエ ス
テ ラ ー ゼ活性陽性で ， 無顆粒性小胞 を含む神経軸索の
存在 を報告 した． A l．Zuhair ら1 61は， モ ル モ ッ トの精嚢
の組織化学的検索 に お い て， カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽
性線経 とア セ チ ル コ リ ン エ ス テラ ー ゼ酒性陽性線維の
存在 を再確認 し， さ ら に 過 マ ン ガ ン酸 カ リ固定を施し
た材料の 電顕観察 に よ っ て ， 小額粒性小胞 を含む終末
と多数の 無顆粒性小胞 を含 む終末と を報告 して い る
．
今 回の 検索 に お い て は ， 固有層内 ． 筋層内 ■ 動脈周
囲の 各神経網 に ， その走行中に 膚状腫大 を有するカテ
コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性線経 と ア セ チ ル コ リ ン エ ステ
ラ ー ゼ活性陽性線経と が 共に 分布 し， 固有層内神経網
で は後者が 比較的多く ， 筋層内お よ び動脈周囲神経網
に お い て は前者が比較的多か っ た ． 電顕観察で は， 精
襲内の 神経網 に， 常 に小顆粒性小胞 を含み ， その ほか
少数 の無顆粒性小胞や大顆粒性小胞 を含ん で い る工型
神経終末と ， 多数の 無顆粒性小胞と， とき に少数の大
顆粒性小胞 を含ん で い る H 型神経終末 とが 見い 出され
た． こ の よ う な 工型 お よ び H 型神経終末は， 最近涙
腺5引 ， 瞼板筋6り柑 ， 眼 窟筋6 2Iな どに お い て見 い 出され，
自律神経系の 各種侵害実験 に よ っ て， 工型 終末がアド
レ ナ リ ン作動性の 交感神経系節後 ノイ ロ ン の 終末で あ
り ， H 塾終末が副交感神経系の コ リ ン 作動性の 節後ノ
イ ロ ン の 終末で あ る こ と が実証さ れ た神経終末 に， 徴
構造 の 観点 か ら 一 致す るも の であ る． 精嚢の 神経網中
の 上 記の 工型 終末お よび H 型終末は， その 大多数がい
わ ゆ る遠距離 シ ナ プ ス くdista ntsyn aps el で あり， き
わ め て 少数の 工 型終末が筋層の 平滑筋細胞 に密接シナ
プ ス くc o nta ct syn apsel を呈 し て 終わ っ て い た ． AIJ
Zuhair ら1 61は筋層 の 平 滑筋細胞 に対 し， 小顆粒性小胞
を含む終末 と無顆粒性小胞を含 む終末とが 密接 シナプ
ス を 形成 し て終わ り， 無額粒性小胞を含む終末が腺細
胞 に 密接シ ナ プス を作 っ て い る と報 じて い るが， すで
に 述 べ た よう に ， 著者の 検索で は， 筋層の 平滑筋細胞
に きわ め て少数認め た に す ぎず， しか も それ ら はすべ
て 工型 終末 に 属 して い た．
工型終末と工工型終末の 各神経網 に 出現 す る分布密度
の 検索 で は， ト型とII 型の 比 が， 固有層内神経網で 1 こ
精嚢の 構造 と神経支配
10，筋層内神経網で は 5 ニ 3，動脈 周 囲神経網 で は 7 ニ
3で ， こ の 数値 は固有層内神経網 では H型終末が多く ，
筋層内神経網と動脈周囲神経網 で は 工型終末が多い こ
とを示し て い る ． こ の こ とは， 固有層内神経網 で はカ
テ コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性線継が少な く， ア セ チ ル コ リ
ンエ ス テラ ー ゼ活性陽性線維が多く， 筋層内お よ び動
脈周囲神経網 では逆 に ， カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性線
推が多く， ア セ チ ル コ リ ン エ ス テラ ー ゼ 括性陽性線推
が少な い と い う 著者 の 組織化学的知見とよく 叫 致する．
神経侵害実験 に お い て ， 下腹神経切断後， 精嚢の 各
種神経網の カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽性線推な ら び に ア
セ チル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 活性陽性線推， お よ び電顕
検索に お い て 観察され る ト型終末と H型終末に は変化
が認め られ なか っ たが ， こ の 点 は Falck ら12J， Ow m a n
らl封， Al－Zuhair ら
4 3Jの 組 織 化芋所見， お よ び Al－
Zuhair ら 刷 の 電顧 観察所見 と よ く 一 致 す る
．
ま た，
Sj6stra nd4切 生 化学的 ノ ル ア ド レ ナ リ ン 走塁試験 に
おい て ， 下腹神経切断に よる影響が見 られ な か っ たと
する知見と ， よく符合す る． A トZuhair ら1 7，4 31は骨盤神
経節切除後， 精嚢の 全神経網 が変性 に 陥る報告を して
いるが， 著者の 今回の 実験で も 彼ら の 実験結果 に 一 致
して， 精嚢の 神経網中の カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽性線
経と アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性線維の す べ
てが消失し， 同時 に 電顕的に ， 工型終末と H 型終末が
すべ て 変性 に 陥 っ た ． こ の こ と は ア ド レ ナ リ ン作動性
のI型終末と コ リ ン作動性のII型 終末は， と も に 精嚢
外部に起始細胞 を有す る ノ イ ロ ン の 終末 で あ る こ と を
示してい る ． この 間題 に 関連し て ， Al．Zuhair ら 刷 は ，
骨盤内臓神経切断実験 を行な い ， 精嚢の 神経網中の カ
テコ ー ル ア ミ ン螢光陽性線維 に も， アセ チ ル コ リ ン エ
ステ ラ ー ゼ活性陽性線維 に も， 電顕 検索に お い て観察
される神経終末に も ， 術後変性を見 い 出し得な か っ た
と報じて い る が， 著者の 今回 の 骨盤内臓神経切断実験
では， 術後精嚢の 神経網 に お い て， カ テ コ ー ル ア ミ ン
螢光陽性線椎 の 軽度の 減少と， 電頗 的に ， 細 い 神経束
におい て 少数 の 終末の 変性が観察され た． こ の とき 大
多数の 工型 終末と H型 終末は変性 せ ず 正 常 に 残存 す
る
． しか も こ の 際筋層の 平滑筋細胞 に 密接 シ ナ プ ス を
作っ て い る工 型終末は変性 を示 さ なか っ た
． 以 上 の 事
実は， 骨盤内臓神経切断後の 電顕 像に お い て 見ら れ た
細い神経束中の 終末の 変性 は遠距離 シ ナ プ ス の 形 の 工
型終末の 一 部の 変性像 で あ り， こ の 工型 終末を形成す
る神経線椎が骨盤内臓神経を通 り骨 盤神経節を通 過 し
て精嚢に 達する こ と を示 して い る
．
Sj6stra ndり は ネ コ
で， 腰 ． 仙骨部の 交感神経幹 を切除 する と精管や前立
腺の動脈周囲の カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽性線椎が著明
に減少 する こと を報 じて い るが ， 上 記著者 の 骨盤内臓
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神経切断実験 に お ける 変性軸索終末も ， 腰 ． 仙骨部の
交感幹神経節 の 神経細胞に 起始 し， 骨盤内臓神経 を経
由 して 精嚢に 至 る もの と 考え られ る．
II王． 骨盤 神経節内の 神経細胞と こ れ に 終わ る 神経終
末
古く Langley ら 叫 は， ネ コ で， 下腸間膜動脈神経節
へ の 脊髄神経か ら の交通枝 を切 断す る と， 下腹神経 に
含まれ て い る有髄神経線推の 大部分が変性 に 陥る こ と
を見い 出した． さ ら に La ngley ら 吋 は， ウサ ギで ， 下
腹神経 の 電気刺激 に よ る骨盤臓器の 収縮 に ニ コ チ ン を
作用 させ る 実験 に 基づ き， 下腸間膜動脈神経節 を通過
して ， こ れ よ り末梢に 位置す る神経節に 入 る節前線推
の 多い こ と を示 唆 した． これ らの 報告がな され た に も
かか わ らず， 下腹神経が交感神経系の 節後線維を骨盤
内臓に 送る と い う 従来の 説は長く信 じられ てき た
．
そ
の 後 Ra nd ら2鳩 モ ル モ ッ トで ， 自律神経節遮断剤 で
ある へ ミ コ リ ニ ウム が ， 下腹神経刺激に よ る精管の運
動 を阻害す る こ と を 見 い 出 し， Sj6str a nd3りま， こ の
Ra nd ら2切 所見 を， 種々 の 自律神経節速断剤で再確認
し， 下腹神経 を構成す る神経線維が ， 下腹神経 よ り末
相の 部位で， 次位の ノイ ロ ン に 対 して シ ナ プス を形成
して い る可能性を指摘 した ． また， すで に 述 べ たよ う
に Sj6str a nd車 は， この こと を化学的伝達物質の 観点か
ら確か め るた め ， モ ル モ ッ トで ， 下 腹神経切断10 日後
の 精嚢と精管の ノ ル ア ド レ ナ リ ン含有量 を生 化学的に
測定 した． そ の 結果， 正 常な場合 に 比較 して， 切 断後
ノ ル ア ド レ ナ リ ン が ほ と ん ど減少 し な い こ と を確認
し， 下腹神経の 末稗部 に ア ド レ ナ リ ン作動性 ノイ ロ ン
が 存在す る こと を強く示唆 した． そ の 後， Oblin ら引 は，
上 記の Sj6str a nd叫の 所見を， モ ル モ ッ トと ラ ッ トで 再
確認 し， つ い で Be ntley ら7使 は じ め 多 く の 研 究
者8ト1 1Iが ， 上 記の 自律神経節遮断剤を用 い た Ra nd ら21
の 所見 を， 種々 の 哺乳類の 精管 一 子宮 ． 精嚢に つ い て
再確認 した二
一 方， Falck ら1 2Iは ， 組織化学的方法 に よ り， モ ル
モ ッ トで ， 骨盤神経節内 に カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光を発
する 神経細胞が多数存在す る こ と を示 し た
．
また ， す
で に述 べ たよう に 彼ら は， 精嚢壁 や精管壁に 分布す る
カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽性神経線推 は， 下腹神経切断
に よ り変化を示 さ な い こ と も明 ら か に し た
．
これ ら の
組織化学的所見に 基 づ き ， 彼ら は， 精嚢壁 や精管壁 を
支配する ア ド レ ナ リ ン 作動性 ノイ ロ ン の 細胞体が， 骨
盤神経節内に 存在 する と 結論 した ． Falck ら1 2切 所見
は Ow m a nら131に よ り， 他の 種 々 の 晴乳類で も確認さ
れ た
．
その 後， M u sto n enら2 61は， ラ ッ トで ， 電顕検索
に よ り， 下腹神経 をも含 めた広範囲な交感神経系の 破
壊で ， 骨盤神経節内の 神経細胞周囲終末の 多く の もの
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が 変性す る こ と を見い 出 し， 骨盤神経節内に 交感神経
系の 節後ノ イ ロ ン の 細胞体 が存在 す る と 主 張 し た ．
さ ら に W akade ら1 弟は， モ ル モ ッ トで ， 骨盤神経節内
に カ テ コ ー ル ア ミ ン 蛍光陽性神経細胞が存在す る こ と
を再確認す る とと も に ， 骨盤神経節か ら精衰 へ 向か っ
て発 する神経束を結染す る こ と に よ り， 精義壁 の カ テ
コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性線推 が変性消失す る こ と を 示
し， 上 記の 説 を支持 した． ま た， す で に 述 べ た よう に ，
A l－Zuhair ら4 3Iは， モ ル モ ッ トで ， 精嚢壁 に 分布 する カ
テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽性線推お よ び竜顔観察 に て見ら
れ る小額粒性小胞 を含む神経終末が とも に ， 下腹神経
切断 に よ っ て全く変化せず， 骨盤神経節切除後 す べ て
変性消失す る所見 を得て， 上 記の 説を支持 した．
一 方 ， 骨盤神経節は， 交感神経 に 属す る下腹神経 と
と も に ， 副交感神経に 属す る骨盤内臓神経 を受 けて お
り， 副交感神経節後ノ イ ロ ン の細胞体 を多数含 んで い
る との 説が 古く か ら 一 般 に 受 け入 れ られ てい る6 6J． 井
村22Iは， マ ウス で， 光顛検索に よ り， 骨盤内臓神経切断
後， 骨盤神経節内の神経細胞周囲終末の 多く の も の が
二 次変性 に 陥る こ と を見 い 出 し， 上記の 説を支持 した．
井村2 2Iの 所見は， 谷 口 2引と 中村 細 に よ っ て マ ウス で再
確認さ れ， さ ら に 電顕検索に お い て も， 山田2別に よ っ て
マ ウス で， M u sto n e nら2 6Jに よ っ て ラ ッ トで ， 骨盤内臓
神経ある い は仙骨神経根 の切断後 に ， 骨盤神経節内の
神経細胞周 囲の神経終末が変性することが 確認され た．
Falck ら1叶は， モ ル モ ッ トで， Ow m a nら 瑚 は ， モ ル
モ ッ ト と ラ ッ ト と ウ サ ギ で， 骨盤神経節内に は カ テ
コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性の 神経細胞 の ほか ， 陰性の 神経
細胞 も多数存在す る こ と を認 め， Bell ら1 8Iは ， モ ル
モ ッ トで ， 骨盤神経節内に カテ コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性
の 神経細胞 と陰性の神経細胞が 混在 して い る こ と を再
確認す る と とも に ， カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光陰性の 神経
細胞が ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性 を示 す こ と を
明 らか に した
． 彼らは この所見に より， 骨盤神経節は交
感神経 に属す る ア ドレ ナリ ン作動性 ノ イ ロ ン の ほか，
従来考 え られ て い た よう に ， 副交感神経 に 属す る コ リ
ン 作動性 ノ イ ロ ン の 細胞体 をも含 ん で い る こ と を組織
化学の面 か ら 支持 した．
今回 の電顕観察に お い て ， 骨盤神経節内に ， 小顆粒
性小胞 を含む A d塾 神経細胞 と， こ れ を含 ま な い C b
型神経細胞と の 2種の神経細胞 を見 い 出 した． 小顆粒
性小胞 は， ア ド レ ナ リ ン 作動性 ノイ ロ ン の 軸索終末に
多数含 まれ て い る小顆粒性 シ ナ プ ス 小胞に 類似 して い
る
．
こ の よう な小 額粒性小胞 は ， す で に H6k felt67l，
VanOrde nら 叫 ， Richa rds ら
6 9りこよ っ てラ ッ ト の 上頸
神経節の神経細胞 の細胞体 や樹状突起 に ， 多少と も含
まれ て い る こ と が明 らか に され てき て い る． さ ら に ，
Va n Orde nら6 8Iと Richa rds ら6 9耽 レ セ ル ピ ン投与
後 こ の 小 顆粒性小胞が消失す る知見を得， この 間粒が
生体ア ミ ン で あ り， お そら く ノ ル ア ド レ ナ リ ン で あろ
う と述 べ て い る ． この 知見 を考慮す れ ば， 著者の組織
化学的所見 に 見られ た カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽性の神
経細胞が ， 電顕像 に 見ら れ た Ad 郵中経細胞に相当し，
ア ドレ ナ リ ン作動性 ノ イ ロ ン で あ り， 組織化学的所見
に 見られ た アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性の神
経細胞が ， 電顕像 に 見 られ た C b型 神経細胞 に相当し，
コ リ ン 作動性ノ イ ロ ン で あ ると 考え られ る．
神経切 断実験 に よ れ ば， 下腹神経切断後， Ad 型神経
細胞 お よび ク ロ ム 親性細胞 に シ ナ プ ス を作っ て終わる
神経終末の多くの も の が変性に 陥り， 一 方， 骨盤内臓
神経切断後， す べ て の Cb 塾神経細胞お よ び 一 部の A d
郵中経細胞な らび に ク ロ ム 親性細胞 に シ ナ プス を作っ
て終わ る 神経終末が変性 に 陥る こ とが 判明 した． この
所見 は， 副交感神経系の節前線維 は， も っ ぱら骨盤内
臓神経 を経由して 骨盤神経節に 達す るが ， 交感神経系
の 節前線推 は， そ の 大 部分が下腹神経 を経由し， 一 部
が 骨盤内臓神経 を経由して ， 骨盤神経節に 至 る ことを
示 して い る． また ， こ の所見は， ク ロ ム 親性細胞に終
わ る神経終末 は， 下腹神経ある い は骨盤内臓神経を経
由する 交感神経系の 節前線維 に 属す る こ と を示 して い
る ． こ れ に 対 して ， 山 野 51は， マ ウス で ， 骨盤内臓神経
切断後， M u sto nen ら261は， ラ ッ ト で ， 下腹神凄をも含
めた 交感神経系破壊 あ るい は仙骨神経根 の 切断後， と
も に ， 骨盤神経節内の ク ロ ム 親性細胞 に シ ナ プ スを
作 っ て 終 わ る神経終末 に 変性が認め られ なか っ たと報
告 して い る
． 山田2 51お よ び M u sto nen ら坤 は， おそら
く ， 残存終末の み を観察 し， 神経終末の 変性像をとら
える こ とが で き な か っ たも の と考 えら れ る．
結 論
精嚢の 微構造と神経支配 を， 正 常な ら びに 各種の神
経侵害に よ る二 次変性実験 を施 した マ ウ ス に つ い て検
索 し， 次 の 結果 を得た ．
1 ． 腺細胞の 分泌顆粒 は開口 分泌 くe ruptcrin e se cr－
etio nンに よ っ て内容物 を分泌す る． 筋層の 平滑筋細胞
相互間に 細隙結合 くgapju n ctio nl 様の 接着が認めら
れ る．
2 ． 骨盤神経節 を発 して 精嚢に 入 る無随神経線綻は，
固有層内 ． 筋層内 ． 動脈周囲神経網 を形成 し， 神経網
は カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性線碓 と ア セ チ ル コ リ ンエ
ス テ ラ ー ゼ 活性陽性線推 か らな り， 無髄軸索はその走
路 に 感状 に 腰大 した 神経終末 を形成 し て い る ． カテ
コ ー ル アミ ン螢光陽性線推の 一 部が ， 骨盤内臓神経切
断後消失す る．
精嚢の 構造と神経支配
3 ． 電子頗微鏡的 に は， 上 記の 軸索腰大部に は多数
のシナ プス 小 胞が存 し， 3種の 神経網に お け る軸索腫
大部の 大多数は， この 部で Schw a n 細胞斡 が欠如し，
腺細胞ある い は平 滑筋細胞 に 対す る遠距離 シ ナ プス を
呈する． 筋層内の 山 部の 軸索腫 大部は平滑筋細胞 の 外
面に 密接シ ナ プ ス を形成 して い る．
4 ． 軸索が腫 大 した神経終末は工 型 と H 型に 区分さ
れる． I型は常 に カ テ コ ー ル ア ミ ン を含 む小顆粒性小
胞を有し， と き に 少数 の 無顆粒性小胞 ある い は大顆粒
性小胞を有す る． 1I 型 は多数の 無頼粒性小胞 を有 し，
とき に少数の 大顆粒性小胞 を有す る
． 神経網中の 遠距
離シ ナプス は ト型終末か 工1型 終末で あり ， ト型と王工型
の比は， 固有層内神経網 で は 1 こ10， 筋 層内神経網 で
は5二 3， 動脈周 囲神経網 で は 7 二 3で あ っ た ． 筋層
の平滑筋細胞に 終わ る密接 シ ナ プ ス は す べ て 工型終末
であっ た ．
5 ■ 骨盤神経節に は， 交感神経節後線維 の 起始細胞
で ある カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性 の A d 型神経細胞，
副交感神経節後線推の 起始細胞で ある ア セ チ ル コ リ ン
エ ステラ ー ゼ活性陽性の C h型神経細胞， お よ び ク ロ
ム親性細胞がある ． A d 型神経細胞 の 細胞質 や樹状突
起の 一 部に カ テ コ ー ル ア ミ ン を含む 小顆 粒性小胞が存
在する． A d 型 お よ びCh 型神経細胞 に は ， ア セ チ ル コ
リ ンエ ス テラ ー ゼ活性陽性で ， 多数の 無顆粒性小胞を
含む軸索終末が ， 軸索細胞体 シ ナ プ ス あ る い は軸索樹
状突起シ ナ プ ス を形成 して 終わ っ て い る
． 両種の シ ナ
プスの 出現頻度は 3 ニ 7で あ っ た ． ク ロ ム 親性細胞 に
も外来神経線維 が密接 シ ナ プス 終末 を形成 して い る
．
6 ■ 下腹 神経切 断後， 骨盤神経節の A d型 神経細胞
に終わる神経終末お よ び ク ロ ム 親性細胞 に 終わ る終末
の大多数が 二 次変性 に 陥る ． し か し精嚢の 神経網中の
神経要素に 変化は現 わ れ な か っ た ． 骨盤内臓神経切断
後， 骨盤神経節の Ch 型神経細胞 に 終わ る 神経終末の
すべ て が 二 次変性 に 陥 り， A d 型神経細胞 に 終 わ る終
末なら びに ク ロ ム 親性細胞 に 終わ る終末の 少数が 二 次
変性に 陥る． 同時 に 精嚢 の 神経網中の 一 部の ト型神経
終末が変性に 陥る ． 骨盤神経節切除後， 精嚢の 神経要
素はす べ て 二 次変性 に 陥る ．
7 ． I 型神経終末はア ド レ ナ リ ン作動性の 交感神経
節後線維の 終末 で あ り， そ の 大部分 は骨 盤神経節 の
A d型神経細胞 に 由来 し， －1一朝 ま交感幹神経節の 神経
細胞に 由来す る． 工1郵中経終末は コ リ ン作動性の 副交
感神経節後線椎 の 終末で あ り， す べ て骨盤神経節の Ch
型神経細胞に 由来す る．
8 一 下腹神経 を構成す る神経線維 が交感神経節後線
堆から なる とす る従来の 定説は誤り で ， ほ と ん どす べ
て交感神経節前線稚か らな る． 骨盤 内臓神経 に は多数
365
の 副交感神経節前線軌 少数の交感神経節前線推， お
よび 少数の 交感神経節後線推が含まれ て い る．
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A bstract
T he pre sent study w a sperfo r m ed to e x a min et he structu r e a nd in n e rv ation ofthe semin al
VeSicle of the m o u se， bylight a nd ele ctro n mic ros c op y． T he s e c r eto rygr a n ules of thegla ndula r
Cells sho w eruPtCrin e s e c retio n． A gapju n ctio n－1ike stru ctu r eisfou nd a m o ngt he s m o othm u scle
Cells of t he mu sc ula rlaye r． T he u n myelin ated n e rv efibe rs fo rm intrapr oprial，intr a m u s cular， a nd
Pe ria rte rial n e rv ePle x u s e s． W he n studied with histo che mic al m ethods， the seple x u s e s sho w both
CateCholamin e－POSitiv e a nd a c etylcholin e ste r a s e－ a Ctiv e v a ricos efibe r s． In ele ctr o n mic r ogr aphs，
the va ric osities of t he u nm yelinated a x o ns ar esho w n to be a x o n al e xpa n sio n s c o ntaining m a ny
Syn aPtic v e sicle s． M ost of the a xo n ale xpa nsio ns sho w dista ntsynaps e spa rtlyla cking a Schw a n n
Cellshe atha nd fa cingthe gla ndular c ells o rsm o othm us cle c ells of the m u s c ula rlaye rand a rte ry，
at a r elativ ely wide dista n ce of O．1 to l．OFlm ． A fe w of the a x o n al e xpa n sio ns r epr ese ntc o ntact
SynaPSeS lo c ated o n the s m o oth m u s cle c ells of the m u s c ula rlaye r． T he e xpa n sio n s ca nbe
Classified into tw o ty pesこ Type I， Syn aPtic e ndings having s m allgra n ula r v esicle si a nd Ty peII，
SynaPtic e ndings having agr anula r v esicle s． T he ratioin n u mbe r ofTy peI to Ty pe 正 w a slニ1 0 in
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theintr aproprial plex u s， 5こ3 in t heintr am u s c ula rple x u s， a nd7ニ3 in theperia rterialple x us． T he
C Onta Ct Syn aPSeS belo ngto the Ty pe 王 syn aptic e nding－ T hepelvicga nglion is sho w nto c o ntain
m any nerv e cells a nd sev e ral chro m affin cells． T he s e n e rv eC lls c anbe clas sifiedinto tw oty pesこ
Type Ad， n e rv e C ells having c ate chola min e－POSitiv esm allgranula r v e siclesia nd Type C h， n e rv e
Cells n ot having s m a11gra n ula r v e sicle s， but showing str o ng acetylcholin e ste ras e a ctivity， T he
n erve e ndingsin the pelvic ga nglio n sho w str o ng acetylcholin este ra s e a ctivity a nd c ontain agra n u－
1arsyn aptic v esicles－ T hey r epr e sent c o nta ct syn apsesin the fo rm ofa x o－ S O m atic o ra x o－de nd ri－
tic syn aps e s．
T he r e sults， Ob tain ed fr o m e xperim entsbyhy poga stric a nd pelvic spla n chnic n eur e cto my a nd
Pelvic ganglio n e cto m y， indic ate that Ty peIc o rr e spo ndstot he syn aptic ending of the adre n e rgic
fiber origin ating m ainly fr o mt he Ty pe A dn e rv eC e11 in t he pelvic ga nglio n and pa rtlyfro mthe
lu mba r o r sa c ral sym pathetic ga nglia by w ay of the pe1vic spla n chnic n e rv e三While Ty pelIc o r r es－
PO nds to the syn aptic e nding of the cholin e rgic n e rv efibe rde riv ed fr om the Type C hne r v e
cell inthe pelvicga nglion ．
